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は
じ
め
に

別
荘
地
は
、
通
常
、
多
数

の
個
別

の
別
荘
地

と
、
別
荘
地
全
体
を
維
持
す
る
イ
ン
フ
ラ
と
で
成

ｈ
ノエエ
つ
Ｏ

個
別
の
別
荘
地
の
管
理
を
、
そ
の
所
有
者
が
管

理
会
社
な
ど
に
任
せ
る
の
は
、
民
法
の
委
任
契
約

に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
別
荘
地
全
体
の
管
理
、
特

に
別
荘
地
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
は
、
ど
の
よ
う

な
法
律
に
基
づ
い
て
、
規
律
さ
れ
る
の
か
。
こ
の

点
は
、
法
律
上
必
ず
し
も
明
確
に
な

っ
て
い
な

よ
う
な
情
勢
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
紛
争
解

決
に
当
た
る
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
、
別
荘
地
イ

ン
フ
ラ
に
つ
い
て
法
的
な
枠
組
み
自
体
が
不
明
な

現
在
の
状
況
で
は
、
あ
る
べ
き
解
決
を
目
指
そ
う

に
も
、
そ
れ
が
大
変
困
難
で
あ
り
、
紛
争
を
適
正

妥
当
に
解
決
す
る
た
め
の
基
礎
が
欠
け
て
い
る
状

況
に
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
こ
の
別
荘
地
全
体
の
管
理

の
法
律
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
紛
争

解
決
に
至
る
た
め
の
道
筋
や
、
考
え
方
、
基
準
を

提
供
し
、
も
っ
て
、
社
会
生
活
の
安
定
的
な
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

―
　
別
荘
地
と
そ
の
イ
ン
フ
ラ
と
の
関
係
＝
共
同

従
属
的
関
係

集
団
と
し
て
の
別
荘
地
に
と
っ
て
、
ィ
ン
フ
ラ

は
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
は
、

個
々
の
別
荘
地
の
使
用
の
た
め
以
外
の
目
的
で
は

利
用
で
き
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
別
荘
地
の
イ
ン
フ
ラ
は
、
集
団
と
し

て
の
別
荘
地
に
、
共
同
し
て
従
属
し
て
い
る
関

係
、
す
な
わ
ち
、
共
同
従
属
的
関
係
に
あ
る
。

こ
の

「共
同
従
属
的
関
係
」
と
い
う
言
葉
は
、

建
物
の
区
分
所
有
に
関
す
る
法
律
の
立
法
者
で
あ

る
川
島

一
郎
判
事
が
、
同
法
の
解
説

（川
島

一
郎

「建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
の
解
説
０
」

曹
時

一
四
・
七

・
六
〇
）
で
用
い
て
い
た
言
葉
で

あ
る
。

「従
属
的
関
係
」
と
は
、
民
法
八
七
条
の
主

物

・
従
物
の
関
係
か
ら
発
展
し
た
言
葉
で
あ
る
。

二
つ
以
上
の
物
の
間
に
、
そ
れ
ら
の
物
が
客
観
的

経
済
的
に
結
合
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
の
経
済
的

効
用
を
増
加
さ
せ
、
そ
れ
に
伴
い
物
の
交
換
価
値
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ら
‘

昭
和
四
〇
年
代
以
降
に
全
国
で
多
数
の
別
荘
地

が
開
発
さ
れ
た
が
、
そ
れ
か
ら
半
世
紀
以
上
を
過

ぎ
、
別
荘
地
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
、
は

な
は
だ
し
く
変
化
し
た
。
そ
し
て
、
別
荘
地
の
イ

ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
を
め
ぐ
る
紛
争
が
、
各
地
の

裁
判
所
に
係
属
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

‘
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口
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３２

　

も
増
え
る
関
係
が
あ
る
場
合
に
、　
一
方
が
支
配
的

‐

　

地
位
に
あ
り
、
他
方
が
従
属
的
な
地
位
に
あ
る
と

き
、
こ
の
関
係
を
従
属
的
関
係
と
称
す
る

（甲
斐

道
太
郎

「主
物

・
従
物
」
末
川
博
編
集
代
表

『
民

事
法
学
辞
典
０
』
（有
斐
閣
、　
一
九
七
四
）
八
九
七

頁
参
照
）。
こ
の
従
属
的
関
係
を
成
り
立
た
せ
る

客
観
的
経
済
的
な
物
の
結
合
は
、
物
を
付
属
さ
せ

る
者
の
主
観
的
意
思
に
よ
り
判
定
す
る
の
で
は
な

く
、
客
観
的
に
判
定
さ
れ
る

（大
判
大
８
・
３
・

１５
民
録
二
五

・
四
七
三
）。

「共
同
」
従
属
的
関
係
と
は
、
従
属
の
対
象
で

あ
る
主
物
が
複
数
あ
り
、
従
属
的
な
地
位
に
あ
る

物
が
複
数
の
主
物
の
す
べ
て
に
従
属
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
共
同
従
属
的
関
係
に
あ

る
物
を
律
す
る
に
は
、
複
数
の
主
物
の
所
有
者

が
、
互
い
に
矛
盾
し
な
い
統

一
し
た
意
思
決
定
を

行
い
、
そ
の
統

一
さ
れ
た
意
思
に
従
っ
て
、
個
々

の
主
物
の
所
有
者
が
行
動
し
、
主
物
と
従
物
と
の

間
の
安
定
的
な
関
係
を
築
い
て
い
く
必
要
が
生
じ

る

。そ
こ
で
、
共
同
従
属
的
関
係
が
認
め
ら
れ
る
場

合
、
利
害
の
共
通
す
る
複
数
の
主
物
の
所
有
者

は
，
大
な
り
小
な
り
、
集
団
と
し
て
の
意
思
決
定

を
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

川
島
判
事
は
、
区
分
所
有
建
物
の
共
用
部
分

や
、
規
約
に
よ
り
共
用
部
分
と
さ
れ
る
部
屋

（集

会
室
な
ど
）
に
つ
い
て
、
こ
の
共
同
従
属
的
関
係

陽
　
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
て
、
共
用
部
分
や
規
約

２３
　
共
用
部
分
の
場
合
な
ど
は
、
こ
の
言
葉
が
当
て
は

報
　
ま
る
典
型
例
で
あ
る
と
い
え
る
。

時
　
　
そ
し
て
、
別
荘
地
の
イ
ン
フ
ラ
で
も
、
次
に
述

例
　
べ
る
と
お
り
、
こ
の
共
同
従
属
的
関
係
と
い
う
言

判
　
一葉
が
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
関
係
に
あ
る
。

２
　
別
荘
地
の
イ
ン
フ
ラ
と
区
分
所
有
建
物
の
共

用
部
分
と
の
違
い

別
荘
地
の
場
合
も
、
そ
の
上
に
建
物
を
建
築
す

る
個
々
の
別
荘
地
の
ほ
か
に
、
生
活
上
必
要
な
別

荘
地
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
道
路
、
公
園
、
給
水

施
設
、
排
水
施
設
、
治
山
治
水
施
設
、
防
犯

・
防

火
の
た
め
の
施
設
、
ゴ
ミ
収
集
な
ど
の
施
設
、
そ

し
て
集
会
所

。
管
理
事
務
所
な
ど
の
セ
ン
タ
ー
施

設
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
は
、
集

団
と
し
て
の
別
荘
地
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
一

方
で
、
そ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
は
、
別
荘
地
の
使
用

の
た
め
以
外
の
目
的
で
は
利
用
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
別
荘
地
の
イ
ン
フ
ラ
は
、
集
団
と
し

て
の
別
荘
地
に
共
同
し
て
従
属
し
て
い
る
関
係
、

す
な
わ
ち
、
共
同
従
属
的
関
係
に
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
は
、
区
分
所
有

建
物
の
共
用
部
分
と
専
有
部
分
の
建
物
と
が
物
理

的
に
接
着
し
て
い
る
よ
う
に
、
別
荘
建
物
又
は
別

荘
地
に
物
理
的
に
接
着
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
物
件
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の

所
有
権
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
別
荘
地
の
個
々
の
イ
ン
フ
ラ
に
成
立

す
る
所
有
権
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
に
よ
っ
て
、

こ
の
共
同
従
属
的
関
係
に
あ
る
イ
ン
フ
ラ
に
関
す

る
法
律
関
係
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
二
種
類
、

存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
第

一
の
種
類
は
、
そ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ

を
、
別
荘
地
所
有
者
が
、
共
同
で
所
有
す
る
、
す

な
わ
ち
共
有
す
る
場
合
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
第
二
の
種
類
は
、
別
荘
地
所
有
者

は
イ
ン
フ
ラ
を
共
有
し
な
い
で
、
イ
ン
フ
ラ
の
所

有
者
か
ら
、
他
の
別
荘
地
所
有
者
と
共
同
で
利
用

権
の
設
定
を
受
け
て
利
用
す
る
場
合
で
あ
る
ｃ

３
　
団
地

世
の
中
に
は
、
団
地
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

「団
地

（だ
ん
ち
）」
は
、
住
宅
な
ど
を
集
中
さ

せ
、
も
っ
て
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る
各
種
イ
ン
フ

ラ
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、　
一
団

の
区
画
も
し
く
は
地
域
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
こ

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
は
少
な
か
ら
ぬ
時
間
と
費
用

を
要
し
、
団
地
建
設
の
た
め
に
は
団
地
建
設
を
費

用
面
か
ら
支
え
る

一
定
規
模
以
上
の
入
居
者
が
必

要
と
な
り
、
団
地
建
設
に
か
か
る
建
設
費
用
と
の

対
比
に
よ
っ
て
採
算
性
が
間
わ
れ
、
事
業
決
定
さ

れ
る
。

こ
の
意
味
で
は
、
別
荘
地
も
団
地
の
一
つ
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
別
荘
地
の
場
合
も
、
そ
の
上
に

建
物
を
建
築
す
る
個
々
の
別
荘
地
の
ほ
か
に
、
生

活
上
必
要
な
別
荘
地
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
道

路
、
公
園
、
給
水
施
設
、
排
水
施
設
、
治
山
治
水

施
設
、
防
犯

・
防
火
の
た
め
の
施
設
、
ゴ
ミ
収
集

な
ど
の
施
設
、
そ
し
て
集
会
所

。
管
理
事
務
所
な

ど
の
セ
ン
タ
ー
施
設
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
イ
ン

フ
ラ
の
効
率
化
を
図
る
に
は
、
別
荘
を
集
中
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と

維
持
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
を
費
用
面

か
ら
支
え
る
一
定
規
模
以
上
の
別
荘
所
有
者
の
集

団
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
集
中
し
て
配
置

さ
れ
た

一
団
の
別
荘
地
も
、
言
葉
の
通
常
の
意
味

か
ら
し
て
、
「団
地
」
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
団
地
に
つ
い
て
の
法
律
と
し
て
、
建

物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律

（区
分
所
有

法
）
の
第
二
章
団
地
の
規
定
、
す
な
わ
ち
同
法
六

五
条
以
下
の
条
文
が
あ
る
。

４
　
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
＝
団
地
法
律
関
係
の
成
立

区
分
所
有
法
六
五
条
は
、
団
地
法
律
関
係
の
成

立
に
は
、　
一
団
地
内
に
、
数
棟
の
建
物
が
あ
る
こ

と
、
そ
の
団
地
内
の
土
地
又
は
付
属
施
設

（こ
れ

ら
に
関
す
る
権
利
を
合
む
。）
が
そ
れ
ら
の
建
物
の

所
有
者
の
共
有
に
属
す
る
こ
と
、
の
二
要
件
が
必

要
で
あ
る
と
定
め
て
い
る
。
別
荘
地
の
場
合
、　
一

団
地
内
に
数
棟
の
建
物
が
あ
る
の
で
、
第

一
の
要

件
は
、
簡
単
に
ク
リ
ア
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

ら
の
建
物
の
所
有
者
が
、
団
地
内
の
土
地

（道

路
、
公
園
、
排
水
施
設
、
セ
ン
タ
ー
施
設
な
ど
の

敷
地
）、
付
属
施
設
を
共
有
し
て
い
れ
ば
、
こ
の

要
件
が
充
足
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
が
あ
れ
ば
、
団

地
法
律
関
係
が
成
立
す
る
、
そ
の
よ
う
に
規
定
し

た
の
で
あ
る
。

５
　
団
地
法
律
関
係
が
成
立
す
る
と
、
ど
う
な
る

の
か
。

そ
れ
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
が
共
有
さ
れ
、
団
地
法

律
関
係
が
成
立
す
る
と
、
法
的
効
果
は
ど
う
な
る

の
か
、
そ
れ
は
、
大
き
く
分
け
て
、
次
の
三
点
が

あ
る

（区
分
所
有
法
六
六
条
に
よ
る
建
物
の
区
分

所
有
に
関
す
る
規
定
の
準
用
等
）。

０
　
別
荘
建
物
所
有
者
の
集
団

（団
地
管
理
組

合
）
に
よ
る
共
同
管
理

個
人
に
は
管
理
組
合
の
意
思
決
定
に
参
加
す
る

平
等
の
権
利
が
あ
る
が
、
イ
ン
フ
ラ
の
管
理
に
つ

い
て
、
集
団
で
決
ま
っ
た
こ
と
八
規
約
や
集
会
の

決
議
）
‐に
は
拘
束
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ン
フ

ラ
は
、
集
団
に
よ
る
共
同
管
理
が
行
わ
れ
る

（区

分
所
有
法
六
五
条
）。
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②
　
集
団

（団
地
管
理
組
合
）
か
ら
の
個
別
の

別
荘
地
建
物
所
有
者
の
脱
退
の
禁
止

自
分
の
意
思
に
沿
わ
な
い
集
団

（団
地
管
理
組

合
）
の
意
思
決
定
が
さ
れ
て
も
、
個
別
の
別
荘
地

建
物
所
有
者
は
、
団
地
管
理
組
合
か
ら
脱
退
す
る

こ
と
が
で
き
な
い

（濱
崎
恭
生

『建
物
区
分
所
有

法
の
改
正
』
（法
曹
会
、　
一
九
八
九
）
四
二
二
頁
）。

③
　
個
別
の
別
荘
地
建
物
所
有
者
の
管
理
費
の

支
払
義
務

個
別
の
別
荘
地
建
物
所
有
者
は
、
規
約
に
別
段

の
定
め
が
な
い
限
り
そ
の
持
分
に
応
じ
て
、
共
有

し
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
の
管
理
費
を
支
払
う
義
務
が

あ
る

（区
分
所
有
法

一
九
条
）。
管
理
費
は
、
集

団
の
多
数
決
で
決
ま
る

（区
分
所
有
法

一
八

条
）。
集
団

（団
地
管
理
組
合
）
に
よ
る
個
々
の

別
荘
地
建
物
所
有
者
に
対
す
る
管
理
費
債
権
の
取

立
て
に
つ
い
て
は
、
別
荘
建
物
及
び
別
荘
建
物
に

備
え
付
け
た
動
産
の
上
に
、
先
取
特
権
と
い
う
担

保
権
が
認
め
ら
れ
る

（区
分
所
有
法
七
条
）。
個

別
の
別
荘
地
所
有
者
が
、
別
荘
地
を
売
却
し
た
場

合
、
買
受
人
が
、
管
理
費
支
払
い
義
務
を
負
う

（区
分
所
有
法
八
条
）。

６
　
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
が
求
め
ら
れ
る
理
由

区
分
所
有
法
六
五
条
は
、
団
地
の
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
し
た
場
合
、
別
荘
建
物
所
有
者
が
そ
れ
を
共

有
す
る
こ
と
を
ル
ー
ル
と
し
て
定
め
て
い
る
。
団

地
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
利
用
の
法
律
関
係
と
し

て
、

イ
ン
フ
ラ
の
共
有
が
求
め
ら
れ
る
の
は
、
な

．

ぜ
か
。

そ
の
最
も
大
き
な
理
由
は
、
共
同
従
属
的
関
係

に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
共
同
従
属
的
関
係
に
あ
る

物
を
律
す
る
に
は
、
複
数
の
主
物
の
所
有
者
が
、

互

い
に
矛
盾
し
な
い
統

一
し
た
意
思
決
定
を
行

い
、
そ
の
統

一
さ
れ
た
意
思
に
従

っ
て
、
個
々
の

主
物
の
所
有
者
が
行
動
し
、
主
物
と
従
物
と
の
間

の
安
定
的
な
関
係
を
築

い
て
い
く
必
要
が
生
じ

る
。
そ
こ
で
、
共
同
従
属
的
関
係
が
認
め
ら
れ
る

場
合
、
利
害
の
共
通
す
る
複
数
の
主
物
の
所
有
者

は
、
大
な
り
小
な
り
、
集
団
と
し
て
の
意
思
決
定

を
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
る
。
そ
の
集
団
的
意
思
決

定
の
基
礎
と
な
る
の
が
、
主
物
所
有
者
に
よ
る
、

イ
ン
フ
ラ
の
共
有
で
あ
る
。

そ
し
て
、
共
有
と
い
う
法
的
な
手
段
が
採
用
さ

れ
る
大
き
な
理
由
の
一
つ
は
、
共
有
す
れ
ば
、
共

有
者
に
は
、
そ
の
対
象
物
の
用
法
に
応
じ
て
、
こ

れ
を
物
権
的
に
利
用
す
る
権
利
が
当
然
に
発
生
す

る

（民
法
二
四
九
条
）。
そ
の
こ
と
に
理
由
が
あ

る
。別

荘
地
の
イ
ン
フ
ラ
の
中
に
は
、
各
別
荘
地
所

有
者
が
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
の
利
用
権
を
得
て
、
他

人
の
摯
肘
を
受
け
な
い
で
、
そ
の
権
利
を
行
使
で

き
る
環
境
を
整
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
も
の
が
あ

る
。
例
え
ば
、
別
荘
地
内
の
道
路
は
、
各
別
荘
地

所
有
者
に
と
っ
て
、
そ
れ
を
利
用
し
な
け
れ
ば
、

別
荘
生
活
を
享
受
で
き
な
い
不
可
欠
の
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
別
荘
地
所
有
者
は
、
道
路
の

通
行
権
を
得
て
置
く
必
要
が
あ
る
し
、
そ
の
通
行

権
は
、
債
権
的
な
権
利
で
は
な
く
、
物
権
的
な
権

利
と
し
て
、
確
保
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
通
行
権
が
債
権
に
と
ど
ま
る
の
で
は
、

原
理
上
、
債
務
者
の
協
力
無
く
し
て
、
通
行
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
は
、
通
行

の
確
保
の
観
点
か
ら
し
て
不
十
分
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
物
権
と
し
て
、
直
接
、
通
行

を
妨
害
す
る
者
を
相
手
方
と
し
て
、
そ
の
妨
害
を

排
除
す
る
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ

る
。

そ
こ
で
、
区
分
所
有
法
六
五
条
は
、
団
地
の
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
し
た
場
合
、
別
荘
建
物
所
有
者
が

そ
れ
を
共
有
す
る
こ
と
を
ル
ー
ル
と
し
て
定
め
て

い
る
Э
共
有
す
れ
ば
、
共
有
者
に
は
、
そ
の
対
象

物
の
用
法
に
応
じ
て
、
こ
れ
を
物
権
的
に
利
用
す

る
権
利
が
当
然
に
発
生
す
る

（民
法
二
四
九
条
）

か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
道
路
の
場

合
、
通
行
の
妨
害
が
あ
れ
ば
、
別
荘
地
建
物
所
有

者
は
、
道
路
の
共
有
権
に
基
づ
い
て
、
直
接
妨
害

者
を
相
手
方
と
し
て
、
妨
害
を
排
除
す
る
こ
と
が

で
き
、
別
荘
地
の
利
用
が
確
保
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

７
　
所
有
権
の
共
有
で
は
な
く
、
利
用
権
の
準
共

有
で
も
よ
い
の
は
な
ぜ
か
。

区
分
所
有
法
六
五
条
は
、
共
有
の
対
象
と
し
て

土
地
や
付
属
施
設
の
ほ
か
、
括
弧
書
き
で
、
こ
れ

ら
に
関
す
る
権
利
を
含
む
と
規
定
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
イ
ン
フ
ラ
の
所
有
権
を
元
の
所
有
者
の
ま

ま
に
し
て
お
い
て
、
別
荘
建
物
所
有
者
が
イ
ン
フ

ラ
の
利
用
権
を
準
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、

団
地
法
律
関
係
を
造
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

る
。す

な
わ
ち
、
例
え
ば
、
別
荘
地
の
道
路
の
場

合
、
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
個
数

（筆
数
）

は
、
大
変
な
数
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
を
、
各
別
荘
建

物
所
有
者
が
、
共
有
す
る
と
な
る
と
、
そ
の
登
記

を
す
る
こ
と
を
考
え
て
み
て
も
、
大
変
な
負
担
に

な
る
。

そ
こ
で
法
律
は
、
道
路
敷
地
の
所
有
権
を
、
例

え
ば
、
別
荘
地
の
開
発
業
者
の
ま
ま
に
し
て
お
い

て
、
道
路
に
つ
い
て
全
別
荘
地
の
た
め
に
通
行
地

役
権
を
設
定
す
る
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
別
荘
建
物
所
有
者
が
そ
の

地
役
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
も
要

件
を
満
た
し
た
も
の
と
し
て
、
区
分
所
有
法
六
五

条
の
団
地
法
律
関
係
を
造
る
こ
と
を
認
め
る
の
で

あ
る
。

通
行
や
排
水
な
ど
の
地
役
権
は
、
原
則
と
し

て
、
通
行
や
排
水
な
ど
の
便
益
を
受
け
る
土
地
の

権
利
で
あ
っ
て

（民
法
二
八
〇
条
、
二
八
一
条
）、

そ
の
土
地
の
上
に
あ
る
建
物
所
有
者
自
身
が
直
ち

に
権
利
を
有
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
建
物
所
有
者
は
、
敷
地
で
あ
る
土
地
所
有
権
の

一
部
と
な
っ
て
い
る
通
行
地
役
権
や
排
水
地
役
権

を
行
使
で
き
る
、
法
律
関
係
に
あ
る
の
が
通
常
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
別
荘

地
建
物
所
有
者
が
、
イ
ン
フ
ラ
の
利
用
権
を
準
共

有
し
て
い
る
の
と
同
等
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と

に
よ
り
、
区
分
所
有
法
六
五
条
の
適
用
を
認
め
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
静
岡
県
伊
東

市
に
あ
る
特
定
の
別
荘
地
に
つ
い
て
、
区
分
所
有

法
六
五
条
の
適
用
を
認
め
て
、
そ
の
別
荘
地
を
団

地
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
だ
と
判
示
し
た
東
京
地

判
平
Ｈ
・
１２
・
２４
判
時

一
七

一
二
。
一
五
九
に
よ

っ
て
、
一採
用
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
別
荘
地
の
形
態
と
し
て
、
個
々
の
別
荘

地
の
所
有
権
を
分
譲
せ
ず
、
そ
の
土
地
の
地
上
権

を
分
譲
し
、
別
荘
建
物
は
、
こ
の
地
上
権
を
敷
地

権
と
し
て
建
設
す
る
形
態
の
も
の
も
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
場
合
で
も
、
地
上
権
者
な
ど
の
用
益
物
権

者
も
、
例
え
ば
、
上
記
の
例
に
お
け
る
通
行
地
役

権
の
設
定
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

（我
妻

栄

『物
権
法
』
（岩
波
書
店
、　
一
九
五
二
）
二
八
二



３４

　

頁
な
ど
）。
地
上
権
者
が
通
行
地
役
権
の
設
定
を

‐

　

受
け
た
場
合
、
登
記
の
記
載
例
で
は
、
承
役
地
の

登
記
事
項
の
う
ち
、
要
役
地
の
表
示
と
し
て
は
、

「何
市
何
町
何
番
順
位

一
番
の
地
上
権
」
な
ど
と

記
載
す
る
。
ま
た
、
不
動
産
登
記
法
八
〇
条
四
項

に
よ
っ
て
、
要
役
地
に
つ
い
て
、
職
権
で
登
記
が

行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
要
役
地
の
地
上
権
登
記

に
、
「○
番
地
上
権
要
役
地
地
役
権
」
と
付
記
登

記
が
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
行
わ
れ
る
。

８
　
団
地
共
用
部
分

建
物
の
区
分
所
有
の
場
合
、
専
有
部
分
を
除
い

た
共
用
部
分
は
、
専
有
部
分
の
所
有
者
が
共
有
し

て
い
る
が
、
共
用
部
分
は
専
有
部
分
と
は
異
な

り
、
独
立
の
取
引
の
対
象
で
は
な
い
。
共
用
部
分

の
共
有
持
分
権
は
、
専
有
部
分
の
従
物
と
し
て
、

そ
の
移
転
に
伴
い
、
新
た
な
所
有
者
に
帰
属
す
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
共
用
部
分
は
、
独
立
し
て

登
記
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
建
物
の
区
分
所
有
で
は
、
規

約
に
よ
る
共
用
部
分
の
制
度
が
あ
る
。
区
分
所
有

建
物
の
専
有
部
分
と
し
て
利
用
で
き
る
部
屋
を
、

例
え
ば
、
全
区
分
所
有
者

（専
有
部
分
所
有
者
）

の
集
会
室
と
し
て
利
用
す
る
目
的
で
、
全
専
有
部

分
の
所
有
者
の
共
有
と
し
、
規
約
に
よ
る
共
用
部

分
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

（区
分
所
有
法
四
条
二

項
）。
こ
の
場
合
は
、
そ
の
部
屋
は
、
専
有
部
分

鳴
　
と
し
て
独
立
の
取
引
の
対
象
と
す
る
こ
と
も
で
き

２３
　

た
部
屋
で
あ
る
か
ら
、
規
約
に
よ
る
共
用
部
分
と

報

　
す
る
に
際
し
て
、
登
記
を
し
て
、
「平
成
何
年
何

時
　

月
何
日
規
約
設
定
」
及
び

「家
屋
番
号
何
番
、
何

例
　
番
の
共
用
部
分
」
の
よ
う
に
記
録
す
る

（不
動
産

判
　
登
記
事
務
取
扱
手
続
準
則

一
〇
三
条
）。
ま
た
、
登

記
官
は
、
職
権
で
、
当
該
建
物
に
つ
い
て
の
表
題

部
所
有
者
の
登
記
な
ど
を
抹
消
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

（不
動
産
登
記
法
五
八
条
四
項
）。
す
な
わ

ち
、
規
約
に
よ
り
共
用
部
分
と
し
た
建
物
に
つ
い

て
は
、
独
立
し
て
取
引
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
そ

の
持
分
権
を
有
す
る
専
有
部
分
が
取
引
さ
れ
れ

ば
、
そ
れ
に
従
い
、
そ
の
従
物
と
し
て
、
そ
の
買

受
人
が
そ
の
共
有
持
分
権
を
取
得
す
る
こ
と
を
、

登
記
面
に
お
い
て
も
、
確
保
し
て
い
る
の
で
あ

る
。団

地
の
場
合
、
上
記
の
規
約
に
よ
る
共
用
部
分

と
同
じ
制
度
が
、
団
地
共
用
部
分
と
し
て
制
度
化

さ
れ
て
い
る
。
別
荘
地
で
も
、
別
荘
建
物
所
有
者

が
、
例
え
ば
、
セ
ン
タ
ー
施
設
で
あ
る
建
物
を
共

有
す
る
場
合
に
は
、
規
約
で
こ
れ
を
団
地
共
用
部

分
と
す
れ
ば

（区
分
所
有
法
六
七
条
）、
上
記
規

約
に
よ
る
共
用
部
分
と
同
じ
登
記
の
扱
い
が
、
そ

の
建
物
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
る

（不
動
産
登
記
法

五
八
条

一
項
、
四
項
、
不
動
産
登
記
事
務
取
扱
手

続
準
則

一
〇
三
条
）。
こ
の
よ
う
な
登
記
が
認
め

ら
れ
な
い
と
、
別
荘
建
物
の
取
引
に
当
た
り
、

一
々
、
付
属
施
設
で
あ
る
建
物
に
つ
い
て
も
、
そ

の
共
有
部
分
を
買
受
人
に
移
転
登
記
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
煩
瑣
に
堪
え
な
い
が
、
団
地
共
用
部
分

と
し
て
、
上
記
の
登
記
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
付

属
施
設
で
あ
る
建
物
に
つ
い
て
の
登
記
は

一
切
不

要
に
な
る
。
別
荘
建
物
の
取
引
に
伴
う
登
記
手
続

き
を
簡
素
化
し
、
そ
の
負
担
を
極
限
ま
で
少
な
く

し
て
く
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
あ
る
。

９

団
地
管
理
組
合
法
人

７
で
は
、
共
同
従
属
的
関
係
に
あ
る
イ
ン
フ

ラ
、
例
え
ば
道
路
敷
地
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
団
地

建
物
所
有
者
の
共
有
に
す
る
こ
と
が
、
登
記
の
負

担
な
ど
か
ら
み
て
、
煩
瑣
に
耐
え
ず
、
そ
こ
で
、

通
行
地
役
権
の
制
度
を
利
用
し
て
、
利
用
権
を
準

共
有
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
目
的
を
達
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
と
、
説
明
し
た
。

し
か
し
、
イ
ン
フ
ラ
の
利
用
権
で
は
な
く
、
所

有
権
の
共
有
で
な
け
れ
ば
、
現
実
の
需
要
に
応
え

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

イ
ン
フ
ラ
の
所
有
権
の
共
有
を
実
現
し
、
か

つ
、
煩
瑣
な
登
記
の
負
担
を
回
避
す
る
方
法
と
し

て
、
法
律
が
用
意
し
て
く
れ
て
い
る
の
は
、
団
地

管
理
組
合
法
人
の
制
度
で
あ
る
・。

区
分
所
有
法
六
五
条
の
要
件
が
満
た
さ
れ
、
団

地
法
律
関
係
が
成
立
す
る
と
、
イ
ン
フ
ラ
を
共
有

す
る
別
荘
建
物
所
有
者
は
、
法
律
上
当
然
に
、
団

地
管
理
組
合
と
い
う
団
体
に
加
入
し
た
こ
と
に
な

る
。
こ
の
加
入
は
法
律
に
よ
る
強
制
加
入
で
あ
っ

て
、
団
体
の
成
立
に
と
っ
て
、
別
荘
建
物
所
有
者

の
加
入
の
意
思
表
示
は
不
要
で
あ
る
。
こ
の
団
地

管
理
組
合

へ
の
強
制
加
入
の
仕
組
み
は
、
区
分
所

有
建
物
の
場
合
の
管
理
組
合
へ
の
強
制
加
入
と
同

様
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
を
共
有
す
る
と
い
う
法
律

行
為
が
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
、
区
分
所
有
法

六
五
条
に
よ
り
、
強
制
的
に
団
体
が
構
成
さ
れ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
団
体
と
し
て
の
成
立
に
、
改
め

て
、
団
体

へ
の
加
入
の
意
思
表
示
が
必
要
と
さ
れ

る
の
で
は
な
い
。
こ
の
団
体
の
法
的
性
質
は
、　
一

般
的
に
任
意
団
体
に
つ
い
て
い
わ
れ
る
権
利
能
力

の
な
い
社
団
で
あ
る
の
に
と
ど
ま
る
が
、
団
体
の

成
立
が
任
意
す
な
わ
ち
、
団
体
結
成
の
意
思
表
示

に
係
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
、
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

た
だ
、
団
地
管
理
組
合
の
団
体
と
し
て
の
性
質

は
、
権
利
能
力
の
無
い
社
団
で
あ
り
、
登
記
手
続

き
上
の
権
利
能
力
が
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
別
荘

地
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
、
道
路
敷
や
公
園
の
土
地

を
、
団
地
管
理
組
合
の
名
義
で
登
記
し
た
く
て

も
、
登
記
を
受
け
付
け
て
貰
え
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
団
体
の
構
成
員
で
あ
る
別
荘
建
物

所
有
者
が
三
〇
名
以
上
有
る
場
合
は
、
所
定
の
多

数
に
よ
る
集
会
の
決
議
、
及
び
法
人
設
立
の
登
記

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
団
地
管
理
・組
合
法
人
と
な

る
こ
と
が
で
き
る
人
区
分
所
有
法
六
六
条
に
よ
る

四
七
条
の
準
用
）。

団
地
管
理
組
合
法
人
は
、
法
人
格
を
有
す
る
の

で
、
登
記
手
続
き
上
の
権
利
能
力
に
欠
け
る
と
こ

ろ
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
別
荘
地
の
イ
ン
フ
ラ
で

あ
る
、
道
路
敷
、
公
園
、
排
水
施
設
、
セ
ン
タ
ー

施
設
の
土
地
や
建
物
を
、
団
地
管
理
組
合
の
名
義

で
登
記
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
団
地
管
理
組
合
法
人
の
名
義
で
、
こ

れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
を
登
記
し
て
お
け
ば
、
そ
れ
は

実
質
上
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
別
荘
建
物
所
有
者
が

共
有
し
て
い
る
の
と
、
法
的
な
観
点
が
ら
し
て
、

同

一
の
評
価
が
可
能
で
み
り
，、
区
分
所
有
法
六
五

条
の
団
地
法
律
関
係
の
下
に
あ
る
と
、
判
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
　
　
、

し
か
も
、
別
荘
建
物
の
売
買
な
ど
の
取
引
が
行

わ
れ
る
際
に
は
、
そ
の
建
物
所
有
権
の
移
転
に
伴

い
、
そ
れ
に
従
た
る
権
利
関
係
が
、
新
所
有
者
に

移
転
す
る
。
こ
れ
は
、
民
法
八
七
条
二
項
の
主
物

従
物
の
規
定
に
よ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

従
た
る
権
利
関
係
に
当
た
る
も
の
と
し
て
、
別
荘

建
物
所
有
者
の
団
地
管
理
組
合
に
対
す
る
権
利
関

係
、
す
な
わ
ち
団
地
法
律
関
係
が
存
在
す
る
。

そ
こ
で
、
別
荘
建
物
の
売
買
で
新
た
な
別
荘
建



報
　
物
所
有
者
と
な
っ
た
者
は
　
別
荘
建
物
の
所
有
権

成
員
と
す
引
園
地
法
律
関
係
が
構
成
さ
れ
、
団
地
　
が
あ
る
と
い
う
場
合
に
つ
い
て
も
、
そ
の
第
二
者
　
有
に
同
意
し
た
以
上
、
そ
の
管
理
に
つ
い
て
、
団

■
一「

を
取
得
し
た
こ
と
を
証
明
し
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ

以
上
、
イ
ン
フ
ラ
に
当
た
る
土
地
や
建
物
に
つ
い

て
格
別
の
登
記
や
手
続
き
を
踏
む
こ
と
を
要
し
な

い
で
、
法
律
上
当
然
に
、
従
前
か
ら
続
い
て
い
る

団
地
法
律
関
係
の
下
に
入
る
。

す
な
わ
ち
、
新
た
な
所
有
者
は
、
団
地
管
理
組

合
法
人
の
所
有
す
る
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
、
便
益

を
享
受
す
る
権
利
を
有
し
、
団
地
管
理
組
合
法
人

の
意
思
決
定
に
参
加
す
る
平
等
の
権
利
が
認
め
ら

れ
、
他
方
で
、
団
地
管
理
組
合
法
人
が
定
め
る
管

理
費
を
支
払
う
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と
解
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
　

で
あ
る
分
譲
業
者
を
除
く
、
別
荘
建
物
所
有
者
全
　
地
法
律
関
係
の
成
立
を
拒
む
理
由
は
無
い
の
で
は

る
。
こ
の
解
釈
に
な
ら
い
、
別
荘
建
物
所
有
者
が
　
員
を
構
成
員
と
す
る
団
一地
法
律
関
係
が
構
成
さ
　
な
い
か
。

共
有
者
で
は
な
く
、
別
荘
地
所
有
者
が
共
有
者
で
　

れ
、
団
地
の
規
定
の
適

用

が
あ
る
と
解
す
べ
き
と

あ
る
場
合
も
、
別
荘
建
物
所
有
者
が
、
団
地
法
律
　
さ
れ
て
い
る
ｃ
こ
の
解
釈
が
大
い
に
参
考
に
な
　
１２
　
団
地
内
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
は
、
純
粋
の
共
有

関
係

の
構
成
員
と
な
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
　
る
ｃ

る
。
こ
の
場
合
、
別
荘
地
所
有
者
は
構
成
員
の
地
　
　
団
地
全
体
の
分
譲
が
完
了
し
な
い
た
め
、
イ
ン
　
　
上
記
の
問
題
は
、
理
論
的
に
は
、
団
地
内
イ
ン

位
を
建
物
所
有
者
と
準
共
有
し
て
い
る
と
も
い
え
　
フ
ラ
の
一
部
が
ま
だ
分
譲
業
者
の
所
有
下
に
あ
る
　
フ
ラ
の
共
有
が
、
持
分
の
処
分
な
ど
に
つ
い
て
拘

場
合
に
は
、
分
譲
業
者
は
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
に
よ
　

束
の
な
い
純
粋
の
共
有
か
、
そ
れ
と
も
、
持
分
の

る
便
益
を
享
受
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
、
そ

処
分
な
ど
に
つ
い
て
拘
束
の
あ
る
、
す
な
わ
ち
、

別
荘
地
所
有
者
が
イ
ン
フ
ラ
を
共
有
し
て
い
　
こ
で
、
そ
の
分
譲
業
者
を
含
め
た
す
べ
て
の
共
有
　
合
有
的
要
素
の
あ
る
共
有
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、

る
が
、
別
荘
建
物
は
建
築
さ
れ
て
い
な
い
場
合
　
者
の
間
で
、
団
地
法
律
関
係
の
成
立
を
認
め
る
こ

定
ま
る
。
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１０
　
別
荘
建
物
所
有
者
が
イ
ン
フ
ラ
を
共
有
せ

ず
、
別
荘
地
所
有
者
が
イ
ン
フ
ラ
を
共
有
す

る
場
合

と
こ
ろ
で
、
別
荘
地
の
場
合
は
、
別
荘
建
物
の

建
築
が
、
別
荘
地
の
販
売
の
後
に
行
わ
れ
る
の
が

通
常
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
者

は
、
別
荘
地
所
有
者
で
あ
る
が
、
別
荘
建
物
は
、

親
子
な
ど
の
別
人
が
建
築
す
る
と
い
う
場
合
も
生

じ
る
。
そ
こ
で
、
別
荘
建
物
所
有
者
が
、

イ
ン
フ

ラ
を
共
有
し
て
い
な
い
と
い
う
事
態
も
、
起
こ
り

う
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
別
荘
建
物
所
有
者

に
つ
い
て
、
団
地
法
律
関
係
が
発
生
す
る
か
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
区
分
所
有
法
の
昭
和
五
八
年

改
正
の
立
法
者
で
あ
る
、
濱
崎
恭
生
判
事
の
著
作

（『建
物
区
分
所
有
法
の
改
正
』
（法
曹
会
、　
一
九
八

九
）
四
一
九
頁
、
四
二
一
頁
注
四
）
に
、
貴
重
な

指
摘
が
あ
る
。
上
記
の
場
合
に
酷
似
し
た
区
分
所

有
建
物
所
有
者
が
敷
地
利
用
権
を
有
し
な
い
場
合

に
つ
い
て
も
、
ぞ
れ
ら
の
建
物
所
有
者
仝
員
を
構

■
？
つ
ｃ

0

で
も
指
摘
し
た
が
、
別
荘
地

の
場
合
は
、　
　
と
に
は
難
点
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
事
　
　
鈴
木
禄
弥
教
授
は
、
そ
の

『物
権
法
講
義

〔四

別
荘
建
物
の
建
築
が
、
別
荘
地
の
販
売
の
後
に
行
　
案
に
つ
い
て
判
決
し
た
、
福
岡
高
判
平
１５
・
２

・

訂
版
〕』
（創
文
社
、

一
九
九
四
）
五
四
頁

「
六

わ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

イ
ン
フ
ラ
　
ー３
判
時

一
八
二
八

・
三
六
は
、
分
譲
業
者
と
の
関

共
同
所
有
形
態
の
多
様
性
」
に
お
い
て
、
次
の
よ

の
共
有
者
は
、
別
荘
地
所
有
者
で
あ
る
が
、
別
荘
　
係
で
の
団
地
法
律
関
係
の
成
立
を
認
め
な
か

っ
　

う
に
説
い
て
お
ら
れ
る
。

建
物
は
、
ま
だ
建
築
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
場
合
　
た
ｃ

民
法
所
定
の
共
有
の
意
義

も
生
じ
る
。
こ
の
場
合
は
、
他
の
別
荘
地
で
は
す
　
　
た
だ
、

イ
ン
フ
ラ
の
共
有
者
が
分
譲
業
者
で
あ
　
　
民
法
は
、
単
独
所
有
を
原
則
と
し
て
い
て
、
例

で
に
別
荘
建
物
が
建
て
ら
れ
、
建
物
所
有
者
が
イ
　
る
場
合
は
、
そ
の
よ
う
に
な
る
と
し
て
も
、

イ
ン
　
外
的
に
複
数
の
者
が
単

一
の
物
を
所
有
す
る
状
況

ン
フ
ラ
の
共
有
者
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
複

　

フ
ラ
を
共
有
し
て
い
る
別
荘
地
所
有
者
が
、
い
ま
　
を
、
（中
略
）
共
有
と
し
て
規
定
し
て
い
る
の
み

数
の
別
荘
建
物
所
有
者
が
イ
ン
フ
ラ
を
共
有
し
て
　
だ
別
荘
建
物
を
建
築
し
て
い
な
い
と
い
う
場
合
　
で
あ
る
。
し
か
し
、
共
有
に
つ
い
て
の
民
法
の
諸

い
る
が
、
他
方
で
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
者
の
　
は
、
福
岡
高
裁
判
決
と
同
じ
結
論
と
は
な
ら
な
　
規
定
が
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
の
は
、
共
同
所
有
・

中
に
、
別
荘
建
物
所
有
者
以
外
の
第
二
者

（別
荘

け
だ
し
、
別
荘
建
物
の
建
築
は
ま
だ
で
あ
る
　
の
具
体
的
状
況
に
つ
い
て
、
共
有
者
間
の
取
り
き

地
所
有
者
）
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
　
と
し
て
も
、
別
荘
地
イ
ン
フ
ラ
に
よ
る
便
益
の
享
　
め
も
、
特
別
の
適
用
法
規
も
な
い
ま
ま
に
、
共
同

ス
Ｏ
ｃ

受
は
、
そ
の
別
荘
地
所
有
者
も
受
け
て
い
る

（少

所
有
が
い
わ
ば
偶
然
に
成
立
し
た
場
合
の
み
で
あ

こ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
も
、
濱
崎
恭
生
判
　
な
く
と
も
、
別
荘
建
物
を
建
築
し
た
と
き
は
便
益
　
っ
て
、
か
か
る
こ
と
は
現
実
に
は
ほ
と
ん
ど
生
じ

事
の
著
作

（前
掲
書
四
一
九
頁
、
四
二
一
頁
注
五
）
　

を
享
受
し
得
る
地
位
を
有
し
て
い
る
）
か
ら
で
あ
　
え
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
民
法
の
共
有
の
規
定

に
、
貴
重
な
指
摘
が
あ
る
。
上
記
の
場
合
に
類
似
　
る
。

は
、
共
同
所
有
の
い
わ
ば
理
念
型
を
示
す
に
す
ぎ

し
た
、
団
地
全
体
の
分
譲
が
未
だ
完
了
せ
ず
、

イ
　
　
別
荘
地
を
購
入
す
る
に
際
し
て
、

イ
ン
フ
ラ
の
　
ず
、
実
際
の
共
同
所
有
が
、
種
々
の
点
で
、
種
々

ン
フ
ラ
の
一
部
が
ま
だ
分
譲
業
者
の
所
有
下
に
あ
　
共
有
を
求
め
ら
れ
る
の
は
、
別
荘
地
を
所
有
し
て
　
の
度
合
い
に
お
い
て
、
こ
の
理
念
型
か
ら
ず
れ
て

り
、
別
荘
建
物
所
有
者
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
　
イ
ン
フ
ラ
に
よ
る
便
益
の
享
受
を
受
け
る
以
上
、

い
る
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
。

と
い
う
団
地
法
律
関
係
の
発
生
要
件
が
あ
る
が
、　
　
そ
の
負
担
を
分
か
つ
の
が
当
然
で
あ
る
か
ら
で
あ

共
同
所
有
関
係
発
生
の
諸
原
因

（中
略
）

そ
の
イ
ン
フ
ラ
は
、
分
譲
業
者
に
も
共
有
持
分
権
　
る
。
そ
の
こ
と
を
了
解
の
上
で
、

イ
ン
フ
ラ
の
上
（　
　
内
　
さ
ら
に
い
え
ば
、
複
数
の
者
が
あ
る
物
に

か
、
合
有
的
要
素
の
あ
る
共
有
か

．
―
‐，
１
■
‐
‐
―
，，
■
―
「
．●
■
ス“
■
■
“
盟
↓
″響
“瀬
躍
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つ
き
共
同
所
有
の
状
態
に
入
ろ
う
と
す
る
こ
と

‐

　

は
、
こ
の
物
の
使
用
や
管
理
等
に
つ
き

一
定
の
拘

束
を
受
け
る
こ
と
を
約
し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
、

広
い
意
味
で
の
組
合
契
約
を
結
ん
だ
と
も
い
え

る
。
こ
の
こ
と
を
、
法
が
明
示
し
た
の
が
、
区
分

所
有
法
三
条
で
あ
り
、
区
分
所
有
建
物
の
共
用
部

分
に
つ
い
て
の
共
同
所
有
関
係
に
入
る
こ
と
自
体

が
、
い
わ
ば
法
定
組
合
関
係
に
入
る
こ
と
を
意
味

す
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
管
理
組
合
の
組
合
員

に
な
つ
た
者
は
、
専
有
部
分
の
所
有
権
を
有
し
て

い
る
か
ぎ
り
、
こ
の
組
合
関
係
か
ら
離
脱
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
共
用
部
分
は
、
分
割
請
求
の
対
象

と
は
な
ら
な
い
。
（中
略
）

３
　
団
体
法
と
の
関
係

以
上
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
共
同
所
有
関
係
が

成
立
す
る
場
合
に
は
、
お
お
む
ね
、
共
同
所
有
者

相
互
間
に

一
種
の
団
体
的
関
係
が
成
立
す
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る

（中
略
）
区
分
所
有
者
相
互
間

に
お
い
て
組
合
的
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る

点
は
、
区
分
所
有
法
三
条
の
明
定
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
（中
略
）
さ
ら
に
、
複
数
の
者
が

一
つ
の

物
を．共
同
し
て
購
入
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
、

一
つ
の
組
合
的
な
契
約
の
締
結
を
意
味
す
る
こ
と

も
、
２
０
に
お
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

」

こ
の
鈴
木
教
授
の
、
共
同
所
有
関
係
が
成
立
す

る
場
合
に
は
、
お
お
む
ね
、
共
同
所
有
者
相
互
間

に
一
種
の
団
体
的
関
係
が
成
立
す
る
、
と
の
指
摘

聘
　
を
踏
ま
え
れ
ば
、
別
荘
建
物
を
建
築
し
て
い
な
い

２３
　
場
合
、
イ
ン
フ
ラ
を
共
有
し
た
別
荘
地
所
有
者

報
　
は
、
他
の
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
者
で
あ
る
別
荘
建
物

時
　
所
有
者
と
の
間
で
、
団
体
的
関
係
に
入
る
、
と
い

例
　
ぅ
結
論
は
動
か
な
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

判
　
イ
ン
フ
ラ
を
共
有
す
る
意
思
決
定
を
し
て
い
る
以

上
、
団
体
的
関
係
に
入
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
合

意
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
改
め
て
、
団
体
加

入
の
意
思
表
示
を
し
な
く
て
も
、
団
体
と
の
間
で

団
体
的
関
係
に
入
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
場
合
、
別
荘
地
所
有
者
は
、
別
荘

建
物
所
有
者
で
は
な
い
か
ら
、
区
分
所
有
法
六
五

条
の
適
用
を
受
け
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
。
そ
こ

で
、
別
荘
建
物
所
有
者
を
主
体
と
し
て
構
成
さ
れ

る
当
該
団
体
内
で
、
別
荘
建
物
を
所
有
し
な
い
別

荘
地
所
有
者
に
与
え
ら
れ
て
い
る
地
位
に
着
く
と

い
う
に
と
ど
ま
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
団
体
の
規
約
な
ど
、
別
荘
地
所

有
者
に
適
用
の
あ
る
定
め
の
内
容
に
よ
る
こ
と
に

な
る
が
、
現
実
に
は
、
別
荘
建
物
の
あ
る
別
荘
地

と
、
建
物
の
な
い
別
荘
地
と
で
、
団
体
の
意
思
決

定

へ
の
参
加
の
方
法
を
違
え
る
団
体
は
ま
ず
考
え

ら
れ
な
い
。
次
に
、
管
理
費
の
算
定
基
準
な
ど
を

み
る
と
、
別
荘
地
の
面
積
や
、
建
物
の
あ
る
な
し

で
、
別
荘
地
の
利
用
頻
度
が
変
わ
る
実
情
を
反
映

し
て
、
別
荘
地
の
面
積
割
り
で
、
管
理
費
を
算
定

し
た
上
で
、
さ
ら
に
、
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
る

場
合
に
は
、
建
物
の
規
模
を
参
考
に
、
定
額
を
加

算
す
る
な
ど
、
別
荘
地
所
有
者
の
す
べ
て
に
と
っ

て
公
平
感
の
あ
る
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
が

現
実
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
区
分

所
有
法
の
目
的
と
し
て
い
る
管
理
は
、
別
荘
建
物

の
有
り
無
し
の
区
別
を
超
え
て
、
実
現
し
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
団
地
管
理
組
合
法
人
は
、
別
荘
建
物
所

有
者
が
三
〇
名
以
上
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
要
件

を
満
た
せ
ば
、
法
人
を
設
立
で
き
、
設
立
さ
れ
た

場
合
、
別
荘
建
物
所
有
者
だ
け
で
な
く
、
別
荘
地

法
人
の
構
成
員
と
な
り
得
る
。

１３
　
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
費
の
公
平
分
担

イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
と

し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

そ
れ
は
、
仮
定
の
話
と
し
て
、
そ
の
維
持
管
理

を
ま
る
ご
と
、
専
門
会
社
に
委
託
し
た
場
合
の
業

務
委
託
料
が
、
維
持
管
理
費
に
な
る
と
い
え
よ

う
。世

の
中
に
は
、
業
務
の
委
託
と
い
う
も
の
が
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
行
わ
れ
て
い
る
。
業
務
の

委
託
料
は
、
ど
の
よ
う
に
積
算
さ
れ
る
の
か
。
別

荘
地
の
管
理
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
公
共
工
事

の
設
計
業
務
の
委
託
料
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
要
素

か
ら
成
り
立
つ
。

（国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〓
８
ミ
〓
電
三
・

ロ
ニ
〓
・∞
〇
・』．も
ヽ
一
①
Ｏ
ヽ
∽
Ｏ
π
【∽
”
い
ヽ
∽
①
ズ
Ｘ
①
一ヽ

も
Ｑ
ｔ
．Ｎ
Ｎｏ
ω
∞ｏ
”
『”
∽①
ド
ｒ
も
０
「
鼻多
南器
）

積
算
手
法
に
お
け
る
積
算
体
系
を

【図
１
】
に

示
す
。
ま
た
、
【図
１
】
に
お
け
る
主
要
な
費
用

区
分
名
称
の
定
義
を

【表
１
】
に
示
す
。

【図1】 新たな積算手法における積算体系

一般管理費等 (販管費等)

¬

」

【表 1】 主要な費用区分名称の定義

、直接原価 直接経費業務委託料 業務価格 業務原価

直接人件費

間接原価 間接経費

間接人件費

一般管理費

付加利益

消費税相当額

直接人件費 当該業務の業務処理に従事する技術者の人件費とする。

直接経費
旅費交通費、電子成果品作製費、特許使用料、外部委託費、印刷費、通

信運搬費等、当該業務の業務処理に直接必要な経費とする。

間接原価

一般管理費等

(販管費等)

当該業務を処理する建設コンサルタント等における経費等のうち、業務

原価以外の経費とする。

一般管理費

建設コンサルタント等の当該業務担当部署以外の経費であって役員報

酬、従業員給与手当、退職金、法定福利費、消耗品費、通信運搬費、水

道光熱費、地代家賃、減価償却費、租税公課、保険料等を含む。

当該業務担当部署の部門管理者・事務職員の人件費、当該業務担当部署
に係る地代家賃・賃借料・減価償却費・消耗品費・通信運搬費等、当該

業務の業務原価のうち直接原価以外のものとする。
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時
　
　
積
算
手
法
に
よ
り
積
算
す
る
場
合
は
、
以
下
の

例
　
①
～
⑤
の
手
順
に
よ
り
業
務
価
格
を
算
定
す
る
こ

判
　
と
と
す
る
。

号
　
　
新
た
な
積
算
手
法
に
よ
る
積
算
方
法

２３５
　
　
①
　
直
接
人
件
費

技
術
者
単
価

×
人
日
に
よ
り
算
定
す
る
。

②
・
直
接
経
費

（積
上
げ
部
分
）

直
接
経
費

の
う
ち
、
旅
費
交
通
費
、
電
子
成
果
品
作

成
費
、
特
許
使
用
料
、
特
殊
な
技
術
計
算

・

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
係
る

一
般
的
な
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
以
外
の
専
門
業

へ
の

委
託
費
等

は
積
み
上
げ
計
上
す
る
。

③
　
直
接
経
費

（積
上
げ
部
分
除
く
）
及
び
間

．
接
原
価

○
＝
Ｏ

ｘ
ミ

（〒
３

α
¨
原
価
に
占
め
る
そ
の
他
経
費
の
割
合

④

一
般
管
理
費
等

⑥
＝

（○
＋
〇
＋
Ｏ
）

×
ヽ
ヽ
（Ｔ
ヽ
）

β

¨
業
務
価
格
に
占
め
る

一
般
管
理
費
等
の

割
合

⑤
業
務
価
格

＝
①
＋
②
＋
③
＋
④

上
記
の
例
は
、
あ
く
ま
で
、
業
務
の
委
託
料
で

あ
っ
て
、
委
託
す
る
本
人
に
か
か
る
経
費
が
計
上

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
経
費
の

一
つ
と
し

て
、

イ
ン
フ
ラ
の
減
価
償
却
の
費
用
が
あ
る
。
ま

た
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
の
資
本
的
経
費

（イ
ン
フ
ラ

の
取
得
費
を
借
入
金
で
賄
っ
た
場
合
の
支
払
利
息

に
当
た
る
金
額
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
経
費
は
、

上
記
の
業
務
委
託
料
と
は
別
に
、
皆
で
分
担
し
合

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
上
記
の
業
務
委
託
料
の
算
定
で
は
、
直

接
部
門
、
間
接
部
門
、
そ
し
て

一
般
管
理
部
門
の

費
用
が
計
上
さ
れ
、
そ
こ
に
は
、　
一
般
的
な
報
酬

分
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
維
持
管
理
の

事
務
を
行
う
場
合
の

一
般
的
な
報
酬
分
を
含
め
た

も
の
が
、
維
持
管
理
の
費
用
で
あ
る
。

そ
し
て
、
維
持
管
理
費
の
分
担
基
準
は
何
か
。

そ
れ
は
、
上
記
の
維
持
管
理
の
費
用
の
全
部
に
つ

い
て
、
こ
れ
を
、
公
平
な
基
準

（例
え
ば
各
別
荘

地
の
面
積
／
全
別
荘
地
の
面
積
）
で
割

っ
た
上

で
、
全
別
荘
地
所
有
者
が
公
平
に
分
担
す
る
こ
と

に
な
る
ｃ

１４
　
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
が
別
荘
地
所
有
者
の

一
部

に
と
ど
ま
る
場
合

こ
の
よ
う
に
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
、
共
有
者
間
に
成
立
す
る
団
体
的
関
係
は
、

別
荘
地
の
イ
ン
フ
ラ
に
よ
る
便
益
の
享
受
を
、
あ

ま
ね
く
全
別
荘
地
に
行
き
渡
ら
せ
る
た
め
に
、
自

己
責
任
の
原
則
の
下
で
、
別
荘
地
所
有
者
全
員
で

そ
の
負
担
を
分
担
し
あ
う
関
係
で
あ
る
ｃ

別
荘
地
の
分
譲
が
、
こ
の
自
己
責
任
の
原
則
に

の
っ
と
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
の
も
と
に
開
始
さ

れ
た
場
合
で
も
、
何
ら
か
の
理
由
で
、　
一
部
の
別

荘
地
所
有
者
が
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
に
参
加

し
な
い
事
態
が
生
じ
る
可
能
性
は
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
を
管
理
会
社
が
所
有
し
て
、

別
荘
地
所
有
者
は
、
そ
の
便
益
の
提
供
を
受
け
る

態
勢
を
と
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
態
勢
の
継
続

が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、
別
荘
地
所
有
者
の
側

で
、
イ
ン
フ
ラ
を
引
き
取
っ
て
、
み
ず
か
ら
が
そ

の
管
理
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
が
、

そ
の
場
合
に
、
イ
ン
フ
ラ
を
引
き
取
っ
て
こ
れ
を

共
有
す
る
別
荘
地
所
有
者
は
、
全
体
の
所
有
者
の

一
部
に
と
ど
ま
り
、
残
り
の
別
荘
地
所
有
者
は
、

共
有
す
る
に
至
ら
な
い
場
合
も
発
生
し
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
に
参
加
し
な
い

別
荘
地
所
有
者
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
者
に
対
し

て
、
イ
ン
フ
ラ
を
共
有
す
る
別
荘
地
所
有
者
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
要
求
で
き
る
の
か
。
そ
の
場

合
の
請
求
は
、
ど
の
よ
う
な
法
律
に
基
づ
く
も
の

に
な
る
の
か
ｃ
こ
の
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

１５
　
全
別
荘
地
に
共
同
従
属
的
関
係
に
あ
る
イ
ン

フ
ラ

こ
の
問
題
を
考
え
る
と
き
に
、
別
荘
地
と
イ
ン

フ
ラ
の
関
係
が
意
味
を
持

っ
て
く
る
。
す
な
わ

ち
、
１
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
別
荘
地
の
イ
ン
フ

ラ
は
、
集
団
と
し
て
の
別
荘
地
に
、
共
同
し
て
従

属
し
て
い
る
関
係
、
す
な
わ
ち
、
共
同
従
属
的
関

係
に
あ
る
。

そ
の
こ
と
の
た
め
に
、
区
分
所
有
法
は
、
す
べ

て
の
別
荘
地
所
有
者
が
、
こ
の
共
同
従
属
的
関
係

に
あ
る
イ
ン
フ
ラ
を
共
有
し
て
、
自
ら
の
責
任
を

果
た
す
よ
う
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
を
回
避
し
て
、
責
任
を

免
れ
よ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
は
区
分
所
有
法
の
目

か
ら
す
る
と
、
い
わ
ば
法
律
を
回
避
す
る
脱
法
行

為
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
が

あ
る
場
合
の
責
任
と
同
様
の
責
任
を
、
共
有
し
な

い
別
荘
地
所
有
者
も
負
う
よ
う
に
、
区
分
所
有
法

は
、
要
求
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
ｃ

た
だ
、
区
分
所
有
法
に
は
、
明
文
の
規
定
が
な

い
。
そ
こ
で
解
釈
上
は
、
上
記
の
法
の
趣
旨
を
体

し
て
、
解
釈
す
る
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ

こ
で
、
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
に
参
加
し
た
別
荘
地
所

有
者
が
行
う
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
は
、
そ
の
イ

ン
フ
ラ
が
、
別
荘
地
全
体
に
共
同
し
て
従
属
し
て

い
る
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
別
荘
地
全
体
の
た

め
の
事
務
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
は
、
イ
ン
フ

ラ
を
共
有
し
て
い
な
い
別
荘
地
所
有
者
に
と
つ
て

（３
）

の
事
務
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
を
共

有
す
る
別
荘
地
所
有
者
は
、
共
有
し
な
い
所
有
者

に
と
っ
て
の
事
務
に
つ
い
て
、
民
法
六
九
七
条
以

下
の
事
務
管
理
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

で
、
事
務
管
理
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
請
求
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

な
お
、
付
言
す
る
と
、
事
務
管
理
は
、
管
理
者

が
本
人
の
意
思
を
知
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
意

思
に
従
い
事
務
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

旨
、
民
法
六
九
七
条
二
項
は
定
め
て
い
る
。
ま

た
、
民
法
七
〇
〇
条
に
は
、
事
務
管
理
は
、
本
人

が
管
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
至
る
ま
で
、
継

続
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
事
務
管
理
の
継
続
が
本

人
の
意
思
に
反
し
、
ま
た
は
、
本
人
に
不
利
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
き
は
、
継
続
す
る
義

務
を
負
わ
な
い
と
定
め
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら

の
規
定
は
、
事
務
の
管
理
に
つ
い
て
、
本
人
自
身

で
そ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
当
然
の
前

ち
な
み
に
、
原
価
に
占
め
る
そ
の
他
経
費
の
割

合
α
は
、
三
五
％
、
業
務
価
格
に
占
め
る
一
般
管

理
費
等
の
割
合
β
は
、
三
〇
％
と
こ
の
資
料
に
は

記
載
さ
れ
て
い
る
。

上
記
の
例
は
、
業
務
委
託
を
受
け
る
会
社
が
、

業
務
を
自
ら
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
が
、
勿

論
、
許
可
を
得
て
、
業
務
を
外
注
す
る
こ
と
も
、

可
能
で
あ
る
。
そ
の
場
合
の
、
維
持
管
理
の
一
部

７

　

を
外
注
す
る
際
に
他
人
に
支
払
う
請
負
代
金
な
ど

１３

　

の
費
用
は
、
上
記
の
分
類
で
は
、
直
接
経
費
で
あ
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提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
回
、
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
本
来
は
自
ら

も
イ
ン
フ
ラ
を
共
有
し
て
、
他
の
別
荘
地
所
有
者

と
共
同
し
て
、
別
荘
地
全
体
の
管
理
を
担
当
す
べ

き
、
別
荘
地
所
有
者
が
、
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
の
負

担
を
逃
れ
て
、　
一
人
、
共
同
管
理
の
外
に
い
る
場

合
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
が
な
い
と
、
自
分

で
は
別
荘
地
全
体
の
共
同
管
理
を
行
う
、
権
原
上

の
基
礎
が
な
い
ｃ
そ
こ
で
、
本
人
自
身
が
別
荘
地

仝
体
の
共
同
管
理
を
担
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
民
法
六
九
七

条
二
項
の
規
定
あ
る
い
は
七
〇
〇
条
の
規
定
の
適

用
は
、
そ
の
前
提
を
欠
く
の
で
あ
っ
て
、
本
人
が

反
対
の
意
思
を
表
明
し
て
い
て
も
、
そ
の
意
思
表

明
が
あ
る
か
ら
と
い
つ
て
、
イ
ン
フ
ラ
の
管
理
が

不
要
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
反
対
に

か
か
わ
ら
ず
、
事
務
管
理
は
継
続
す
る
の
で
あ

る
。そ

こ
で
、
事
務
管
理
の
終
了
は
、
イ
ン
フ
ラ
の

共
有
を
逃
れ
た
い
と
し
て
き
た
、
別
荘
地
所
有
者

が
改
心
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
を
す
る
よ
う
に

な

・
り
、
そ
の
当
然
の
結
果
と
し
て
、
全
共
有
者
に

よ
る
イ
ン
フ
ラ
の
管
理
に
参
加
し
て
、
そ
の
費
用

の
分
担
に
も
積
極
的
に
応
じ
る
、
そ
の
よ
う
な
状

態
に
な
っ
た
と
き
に
、
起
こ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
ま
で
は
、
事
務
管
理
が
継
続
し
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、
継
続
的
に
、
費
用
の
分
担
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
ｃ

１６
　
事
務
管
理
に
よ
る
議盟
氷
で
は
、
ど
の
よ
う
な

内
容
を
請
求
で
き
る
の
か
。

民
法
六
九
七
条
以
下
の
事
務
管
理
の
規
定
に
よ

っ
て
請
求
で
き
る
金
額
は
、
次
の
と
お
り
と
な

フ
Ｏ

ｃ事
務
管
理
の
費
用
に
つ
い
て
、
民
法
は
、
七
〇

二
条
で
定
め
て
い
る
。
管
理
者
は
、
本
人
の
た
め

に
有
益
な
費
用
を
支
出
し
た
と
き
は
、
本
人
に
対

し
て
、
そ
の
償
還
を
請
求
で
き
る
。
こ
の
規
定
に

つ
い
て
、
七
〇
二
条
三
項
は
、
管
理
者
が
本
人
の

意
思
に
反
し
て
、
事
務
管
理
を
し
た
と
き
は
、
本

人
が
現
に
利
益
を
受
け
て
い
る
限
度
に
お
い
て
の

み
、
適
用
す
る
と
定
め
る
。
し
か
し
、
こ
の
七
〇

二
条
三
項
の
規
定
は
、
六
九
七
条
二
項
や
、
七
〇

〇
条

の
場
合
と
同
様
に
、
事
務

の
管
理
に
つ
い

て
、
本
人
自
身
で
そ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
。
自
分
で
は
そ
の

事
務
を
担
当
で
き
な
い
場
合
に
は
、
七
〇
二
条
三

項
の
適
用
は
な
く
、
本
則
通
り
管
理
者
が
す
る
管

理
の
費
用
に
つ
い
て
、
自
分
が
イ
ン
フ
ラ
を
共
有

し
て
い
る
場
合
と
同
様
に
、
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ｃ
す
な
わ
ち
、
自
分
で
は
そ
の
事
務
を
担

当
で
き
ず
、
管
理
者
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
、
自
分
が
や
れ
ば
管
理
者
が
行
う
場
合
よ
り

少
な
い
費
用
で
や
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
管
理
者

が
支
出
し
た
そ
の
費
用
を
負
け
て
く
れ
な
ど
と
は

い
え
な
い
。
こ
れ
が
、
道
理
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。事

務
管
理
で
は
、
管
理
者
は
報
酬
を
請
求
で
き

な
い
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
様
々
な
意
見
が

あ
る
が
、
そ
の
論
者
が
前
提
と
し
て
い
る
、
事
務

管
理
の
態
様
を
検
討
し
な
い
で
、
結
論
を
出
す
べ

き
も
の
で
は
な
い
。
報
酬
議謂
求
権
を
否
定
す
る
論

者
は
、
事
務
管
理
が
個
人
に
よ
る
一
時
の
好
意
的

行
動
で
あ
る
場
合
を
、
念
頭
に
置
き
、
そ
の
よ
う

な
場
合
に
、
報
酬
請
求
権
を
認
め
る
こ
と
の
不
当

を
説
く
。

し
か
し
、
事
務
管
理
に
つ
い
て
、
深
く
研
究
し

て
い
る
論
者
は
、
別
の
議
論
を
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
四
宮
和
夫

『現
代
法
律
学
全
集
１０
事
務
管

理

・
不
当
利
得

・
不
法
行
為
０
』
（青
林
書
院
、

一
九
八
四
）
三
四
頁
は
、
社
会
通
念
上
、
当
該
状

況
の
下
で
は
、
事
務
管
理
の
引
受
け
が
有
償
で
し

か
期
待
し
得
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
報
酬
請
求

権
を
認
め
る
の
が
公
平
で
あ
る
と
し
て
い
る

（広

中
　
同
説
三
四
九
頁
）。
ま
た
、
松
坂

佐

一
『法

律
学
全
集
２２
１
事
務
管
理

・
不
当
利
得

〔新
版
〕
』

（有
斐
閣
、　
一
九
七
三
）
六
頁

は
、
事
務
管
理

が
、
本
人
の
利
益
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
社
会

の
利
益
を
も
図
る
べ
き
制
度
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

報
酬
請
求
権
を
管
理
者
に
与
え
て
、
こ
れ
を
奨
励

す
る
を
妥
当
と
す
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
判
例

に
も
、
弁
護
士
が
事
務
管
理
を
担
当
し
た
場
合
に

つ
い
て
、
弁
護
士
報
酬
を
含
ん
だ
請
求
を
認
容
し

た
事
例
が
あ
る

（東
京
地
判
平
２８

。
３

・
８
判
例

秘
書
判
例
番
号
ｒ
ｏ
ピ
ω
ｏ
ぷ
ｏ
）。

本
件
で
問
題
と
し
て
い
る
事
務
管
理
は
、
本
人

の
利
益
を
保
護
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
別
荘
地

の
全
体
と
し
て
の
維
持
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
事
務
管
理
は
、
社
会
の
利
益
を
図
る
べ
き

制
度
で
あ
る
。

そ
し
て
、

イ
ン
フ
ラ
を
共
有
し
て
、
別
荘
地
仝

体
を
維
持
す
る
こ
と
に
熱
心
な
別
荘
地
所
有
者

が
、
共
同
し
て
、
別
荘
地
を
管
理
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
管
理
は
、
別
荘
地
の
規
模
に

も
よ
る
が
、
現
実
的
に
は
、
管
理
の
専
門
会
社
に

管
理
委
託
し
て
、
こ
れ
を
遂
行
す
る
し
か
、
他
に

方
法
が
な
い
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ

れ
ば
、
管
理
会
社
に
は
、
収
益
上
の
釣
り
合
い
の

取
れ
た
、
報
酬
を
支
払
わ
ね
ば
、
現
実
に
そ
れ
を

引
き
受
け
て
く
れ
る
管
理
会
社
は
存
在
し
な
い
で

あ
ろ
う
。

事
務
管
理
の
た
め
に
他
人
に
支
払
う
請
負
代
金

な
ど
の
費
用
や
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
施
設
の
償
却
の

費
用
の
償
還
請
求
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
フ
ラ
を

共
有
し
て
い
る
所
有
者
が
事
務
管
理
を
行
う
上
で

発
生
す
る
、
イ
ン
フ
ラ
の
資
本
的
経
費

（イ
ン
フ

ラ
の
取
得
費
を
借
入
金
で
賄

っ
た
場
合
の
支
払
利

息
に
当
た
る
金
額
）、
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
の

事
務
費
な
ど
を
含
め
た
事
務
管
理
の
費
用
、
そ
し

て
、
そ
れ
ら
の
事
務
管
理
を
行
う
場
合
の

一
般
的

な
報
酬
分
を
含
め
た
請
求
を
、
七
〇
二
条

一
項
の

有
益
費
の
請
求
と
し
て
、
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
る
ｃ

そ
れ
ら
の
費
用
は
、
上
記
の
報
酬
分
を
合
め

て
、
事
務
管
理
の
た
め
に

一
般
的
に
生
じ
る
費
用

の
範
疇
に
入
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
す
べ
て
を
、
公

平
な
基
準

（例
え
ば
各
別
荘
地
の
面
積
／
全
別
荘

地
の
面
積
）
で
割
っ
た
上
で
、
共
有
に
参
加
し
て

い
な
い
別
荘
地
所
有
者
に
対
し
て
、
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

結
局
、

１３
で
検
討
し
た
の
と
同
じ
経
費
を
、
イ

ン
フ
ラ
の
共
有
に
参
加
し
な
い
別
荘
地
所
有
者
に

対
し
て
も
、
同
じ
公
平
な
基
準
で
請
求
で
き
る
ｃ

こ
れ
が
、
事
務
管
理
の
規
定
に
よ
る
結
論
で
あ

る
。

１７
　
イ
ン
フ
ラ
の
共
同
利
用
権
を
設
定
す
る
場
合

２
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
別
荘
地
の
個
々
の
イ

ン
フ
ラ
に
成
立
す
る
所
有
権
を
ど
の
よ
う
に
扱
う

か
に
よ
っ
て
、
こ
の
共
同
従
属
的
関
係
に
あ
る
イ

ン
フ
ラ
に
関
す
る
法
律
関
係
に
は
、
大
き
く
分
け

て
、
二
種
類
の
法
律
関
係
が
、
存
在
す
る
こ
と
に
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な

るそ
の
第

一
の
種
類
は
、
そ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ

を
、
別
荘
地
所
有
者
が
、
共
同
で
所
有
す
る
、
す

な
わ
ち
共
有
す
る
場
合
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
第
二
の
種
類
は
、
別
荘
地
所
有
者

は
イ
ン
フ
ラ
を
共
有
し
な
い
で
、
イ
ン
フ
ラ
の
所

有
者
か
ら
、
他
の
別
荘
地
所
有
者
と
共
同
で
利
用

権
の
設
定
を
受
け
て
利
用
す
る
場
合
で
あ
る
。

別
荘
地
所
有
者
の
側
が
、
イ
ン
フ
ラ
を
共
有
す

る
自
己
責
任
の
体
制
を
取
ら
ず
に
、
仝
員
が
、
別

荘
地
の
イ
ン
フ
ラ
を
、
そ
れ
を
所
有
す
る
会
社
か

ら
、
利
用
権
の
設
定
を
受
け
て
、
利
用
す
る
体
制

を
つ
く
る
と
い
う
場
合
、
そ
の
体
制
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
と
な
る
か
。

そ
れ
は
、　
一
言
で
言
え
ば
、
上
記
１５
、

１６
で
検

討
し
た
事
務
管
理
を
、
全
別
荘
地
所
有
者
の
た
め

に
、
イ
ン
フ
ラ
を
所
有
す
る
会
社
が
行
う
こ
と
、

そ
の
対
価
と
し
て
、
全
別
荘
地
所
有
者
が
管
理
費

を
支
払
う
こ
と
、
そ
し
て
、
別
荘
地
所
有
者
に
と

っ
て
不
可
欠
な
、
イ
ン
フ
ラ
の
利
用
権
を
、
契
約

に
よ
っ
て
設
定
す
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
内

容
と
す
る
契
約
を
結
ん
で
、
区
分
所
有
法
の
定
め

る
団
地
法
律
関
係
と
同
等
の
法
律
関
係
を
実
現
す

る
こ
と
で
あ
る
。

１８
　
イ
ン
フ
ラ
を
所
有
す
る
会
社
に
よ
る
事
務
管

理先
に
１５
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
を
共
有
す
る
別
荘
地

所
有
者
が
、
共
有
し
な
い
別
荘
地
所
有
者
の
た
め

に
、
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
を
行
う
場
合
、
そ
れ

が
事
務
管
理
に
当
た
る
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
れ

は
、
別
荘
地
の
イ
ン
フ
ラ
が
、
全
体
と
し
て
の
別

荘
地
に
、
共
同
し
て
従
属
し
て
い
る
関
係
、
す
な

わ
ち
、

の
で
あ
っ
た
ｃ

別
荘
地
所
有
者
の
側
が
、
全
く
イ
ン
フ
ラ
を
共

有
し
な
い
場
合
も
、
そ
の
別
荘
地
の
イ
ン
フ
ラ

が
、
全
体
と
し
て
の
別
荘
地
に
、
共
同
し
て
従
属

し
て
い
る
関
係
に
変
わ
り
は
な
い
ｃ
そ
こ
で
、
イ

ン
フ
ラ
を
所
有
す
る
会
社

（管
理
会
社
）
に
よ

る
、
別
荘
地
の
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
は
、
全
別

荘
地
所
有
者
の
た
め
の
事
務
管
理
に
当
た
る
。

そ
こ
で
、
区
分
所
有
法
が
、
す
べ
て
の
別
荘
地

所
有
者
に
対
し
て
、
こ
の
共
同
従
属
的
関
係
に
あ

る
イ
ン
フ
ラ
を
共
有
し
て
、
自
ら
の
責
任
を
果
た

す
よ
う
に
求
め
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
考
え
る

と
、
イ
ン
フ
ラ
を
所
有
し
て
上
記
の
事
務
管
理
に

当
た
っ
た
会
社
は
、
別
荘
地
所
有
者
に
対
し
て
、

事
務
管
理
に
要
す
る
費
用
を
、
事
務
管
理
の
規
定

に
基
づ
い
て
、
償
還
す
る
よ
う
に
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

こ
の
事
務
管
理
の
費
用
に
は
、

１６
で
検
討
し
た

よ
う
に
、
事
務
管
理
の
た
め
に
他
人
に
支
払
う
請

負
代
金
な
ど
の
費
用
や
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
施
設
の

償
却
の
費
用
だ
け
で
は
な
く
、
会
社
が
事
務
管
理

を
行
う
上
で
発
生
す
る
、
イ
ン
フ
ラ
の
資
本
的
経

費

（イ
ン
フ
ラ
の
取
得
費
を
借
入
金
で
賄
っ
た
場

合
の
支
払
利
息
に
当
た
る
金
額
）、
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
の
事
務
費
な
ど
を
合
め
た
事
務
管
理
の
費

用
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
事
務
管
理
を
行
う
場
合

の
一
般
的
な
報
酬
分
が
含
ま
れ
る
。

そ
れ
ら
の
費
用
は
、
上
記
の
報
酬
分
を
含
め

て
、
事
務
管
理
の
た
め
に

一
般
的
に
生
じ
る
費
用

の
範
疇
に
入
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
す
べ
て
を
、
公

平
な
基
準

（例
え
ば
各
別
荘
地
の
面
積
／
全
別
荘

地
の
面
積
）
で
割
っ
た
上
で
、
各
別
荘
地
所
有
者

る
こ
と
に
基
づ
く
　

に
対
し
て
、
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
な
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
事
務
管
理
で
は
達
成
で
き
な
い

こ
と
が
、
管
理
契
約
で
は
達
成
で
き
る
。
そ
の
意

味
で
は
、
管
理
契
約
は
、
事
務
管
理
を
契
約
関
係

に
昇
格
さ
せ
た
契
約
、
す
な
わ
ち
、
委
任
契
約
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

２０
　
管
理
契
約
を
結
ぶ
ワ
と
が
　
別
荘
地
所
有
者

の
側
か
ら
見
る
と
必
須
で
あ
る
こ
と
。

管
理
契
約
を
結
ぶ
こ
と
は
、
単
な
る
意
見
の
反

映
と
は
異
な
る
、
大
事
な
役
割
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
イ
ン
フ
ラ
を
所
有
す
る
会
社
に
、
イ
ン
フ
ラ

の
管
理
を
義
務
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

管
理
契
約
が
な
く
、
イ
ン
フ
ラ
を
所
有
す
る
会

社
が
、
事
務
管
理
と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管

理
を
し
て
い
て
も
、
そ
れ
は
、
義
務
と
し
て
行
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
。
い
つ
で
も
そ
の
管
理
を
辞

め
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
、
辞
め
る
と
い
わ
れ
た

場
合
に
、
別
荘
地
所
有
者
の
側
に
は
、
管
理
の
継

続
を
求
め
る
権
利
は
全
く
な
い
。

イ
ン
フ
ラ
を
所
有
す
る
会
社
に
よ
る
管
理
が
、

継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
こ
と

に
気
付
く
人
は
少
な
い
。
し
か
し
、
な
ん
ら
か
の

事
情
で
、
管
理
を
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
、

別
荘
地
所
有
者
は
、
は
じ
め
て
、
そ
の
重
要
性
に

気
付
く
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
慌
て
て
重
大
事
態

へ
の
対
処
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
部
分
的
に
、
管
理
が
行
わ
れ
な
い
こ
と

も
、
可
能
性
と
し
て
は
存
在
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
別
荘
地
内
の
道
路
に
つ
い
て
、
第
二
者
に
よ

っ
て
通
行
の
妨
生
戸
何
為
が
行
わ
れ
て
、
通
行
の
障

害
が
発
生
す
る
よ
う
な
場
合
、
あ
る
い
は
、
上
水

の
供
給
が
個
別
に
拒
否
さ
れ
た
り
、
下
水
の
排
水

結
局
、

１３
で
検
討
し
た
の
と
同
じ
経
費
を
、
各

別
荘
地
所
有
者
に
対
し
て
も
、
同
じ
公
平
な
基
準

で
請
求
で
き
る
。
こ
れ
が
、
事
務
管
理
の
規
定
に

よ
る
結
論
で
あ
る
ｃ

ｌ９
　
管
理
契
約
を
結
ぶ
と
ど
う
な
る
か
。
管
理

に
関
す
る
意
見

上
記
１８
は
、
管
理
契
約
を
結
ぶ
前
の
状
態
で
の

結
論
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
別
荘
地
所
有
者

が
、
イ
ン
フ
ラ
を
所
有
す
る
会
社
と
管
理
契
約
を

結
ぶ
と
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
る
か
。
そ
れ

は
主
に
、
別
荘
地
所
有
者
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

が
発
生
す
る
こ
と
で
あ
る
。

管
理
契
約
を
結
ぶ
前
で
も
、
別
荘
地
所
有
者

は
、
事
務
管
理
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
イ
ン
フ
ラ

を
所
有
す
る
会
社

（管
理
会
社
）
に
対
し
て
、
事

務
管
理
の
費
用
を
支
払
う
義
務
が
あ
る
。
そ
れ
に

は
、
事
務
管
理
の
一
般
的
な
水
準
の
報
酬
が
含
ま

れ
て
い
る
の
で
、
管
理
契
約
を
結
ん
で
、
そ
の
費

用
が
管
理
費
と
し
て
請
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
て

も
、
別
荘
地
所
有
者
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

特
に
な
い
。
逆
に
言
う
と
、
管
理
契
約
が
な
く
て

も
、
別
荘
地
所
有
者
は
、
事
務
管
理
に
基
づ
い

て
、
管
理
費
相
当
の
額
を
、
管
理
会
社
に
支
払
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
に
、
注
意
す
べ
き
で

あ
る
。

し
か
し
、
管
理
契
約
を
結
ぶ
と
、
管
理
に
つ
い

て
、
別
荘
地
所
有
者
の
側
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

ル
ー
ト
が
開
か
れ
る
。
事
務
管
理
で
は
、
契
約
関

係
が
無
い
か
ら
、
管
理
に
つ
い
て
、
別
荘
地
所
有

者
の
側
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
ル
ー
ト
が
な
か
っ

た
、
そ
の
ル
ー
ト
が
開
か
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
大

硝
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場
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が
個
別
に
阻
止
さ
れ
た
場
合
、
別
荘
生
活
は
、
危

機
に
ひ
ん
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
別
荘
地

所
有
者
と
イ
ン
フ
ラ
を
所
有
す
る
会
社
と
の
間

で
、
管
理
契
約
が
結
ば
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
別
荘

地
所
有
者
は
、
そ
れ
ら
の
危
機
的
状
況

へ
の
対
処

が
で
き
な
く
な
る
。

そ
こ
で
、
管
理
契
約
の
締
結
が
、
重
要
な
役
割

を
果
た
す
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
管
理
契
約

は
、

イ
ン
フ
ラ
を
所
有
す
る
会
社
に
対
し
て
、
管

理
を
義
務
づ
け
、
別
荘
地
の
存
続
を
保
障
さ
せ
る

重
要
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
。

ま
た
、
管
理
契
約
は
、
部
分
的
な
管
理
の
妨
害

が
、
第
二
者
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
よ
う
な
場
合

に
は
、
そ
の
妨
害
行
為
を
、
別
荘
地
所
有
者
自
身

で
排
除
す
る
た
め
の
、
利
用
権
を
設
定
す
る
と
い

う
重
要
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
判
例
で
も
、
管
理
契
約
を
、
イ
ン
フ

ラ
を
所
有
す
る
会
社
の
側
か
ら
、
別
荘
地
所
有
者

に
対
し
て
、
解
除
で
き
る
か
と
い
う
問
題

の
際

に
、
そ
の
解
除
の
効
力
を
否
定
す
る
と
い
う
形

で
、
別
荘
地
所
有
者
を
保
護
し
て
い
る
。
最
判
昭

５６

・・２

・
５
判
時
九
九
六

。
六
三
、
判
ク
四
三

六

。
一
二

一
が
そ
の
事
例
で
あ
る
。

ま
た
、
管
理
契
約
に
よ
っ
て
発
生
す
る
別
荘
地

内
の
道
路
の
通
行
地
役
権
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

道
路
の
通
行
妨
害
行
為
が
あ
っ
た
場
合
の
、
妨
害

の
排
除
を
、
別
荘
地
所
有
者
が
行
う
こ
と
が
で
き

る
ｃ
東
京
地
判
平
２４

・
７

・
５
判
夕

一
三
八
六

・

三
二
三
は
、
別
荘
地
内
の
道
路
に
つ
い
て
、
そ
の

よ
う
な
通
行
地
役
権
に
よ
る
妨
害
排
除
を
認
容
し

た
事
例
で
あ
る
。

そ
し
て
、
東
京
高
判
平
２８

・
１

・
１９
判
時
二
三

〇
八

・
六
七

（南
箱
根
ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
事
件
平
成

二
八
年
東
京
高
裁
判
決
）
は
、
別
荘
地
の
管
理
契

約
の
性
質
に
つ
い
て
、
管
理
会
社
所
有
の
公
共
施

設

（道
路
）
公
園
、
排
水
施
設
、
ゴ
ミ
集
積
所
、

防
災

・
防
火
施
設
、
セ
ン
タ
ー
施
設
な
ど
）
を
全

別
荘
地
所
有
者
に
利
用
さ
せ
る
利
用
契
約
と
、
個

別
別
荘
地
所
有
者
が
管
理
会
社
に
個
別
の
別
荘
地

の
管
理

（個
別
管
理
）
及
び
別
荘
地
全
体
の
維
持

管
理

（全
体
管
理
）
を
委
託
す
る
準
委
任
契
約
と

の
混
合
契
約
で
あ
る
と
判
示
し
た

（同
判
時
七

一

頁
）。

２１
　
個
別
の
管
理
契
約
で
あ
り
な
が
ら
全
体
を
視

野
に
い
ね
た
契
約

２０
で
述

べ
た
よ
う
に
、
管
理
契
約
は
、
別
荘

地
全
体
に
対
し
て
共
同
従
属
的
関
係
に
あ
る
イ
ン

フ
ラ
の
維
持
管
理
を
、
管
理
会
社
に
義
務
づ
け

る
。
そ
れ
は
、
別
荘
地
全
体
の
存
続
を
保
障
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

管
理
契
約
は
、
管
理
会
社
と
個
別
の
別
荘
地
所
有

者
と
の
契
約
で
あ
り
な
が
ら
、
別
荘
地
全
体
を
視

野
に
入
れ
た
契
約
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
個
別
の
別
荘
地
所
有
者
が
、
そ
の
個

人
的
な
判
断
で
、
契
約
の
存
続
に
つ
い
て
の
意
思

決
定
を
す
る
こ
と
を
許
容
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、

別
荘
地
全
体
の
存
続
に
影
響
す
る
よ
う
な
行
動
を

個
別
の
別
荘
地
所
有
者
が
取
る
場
合
に
は
、
そ
の

法
律
上
の
効
果
の
発
生
を
阻
止
し
て
、
全
体

へ
の

影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
を
、
セ
ラ
ヴ
ィ
リ
ゾ
ー
ト
泉
郷
管
理
費

請
求
事
件
の
東
京
地
裁
判
決

¨
東
京
地
判
平
２４

・

７

・
２７
Ｆ
口
ｘ
ヽ
∪
ω
文
献
番
号
Ｎ
ｏ
お
耀
ｏ
い
の
九
頁

４
０
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
ｃ

「被
告
ら

（別
荘
地
所
有
者
）
が
締
結
し
た
管

理
委
託
契
約
に
お
い
て
は
、
所
有
地
が
別
荘
地
で

あ
り
続
け
る
限
り
、
更
生
会
社

（管
理
会
社
）
が

行
う
維
持
管
理
を
享
受
し
続
け
、
か
つ
そ
の
対
価

を
支
払
い
続
け
る
こ
と
が
当
然
合
意
さ
れ
る
と
と

も
に
、
被
告
ら
が
個
別
か
つ
一
方
的
に
所
有
地
の

別
荘
地
と
し
て
の
性
格
を
放
棄
す
る
こ
と
は
排
除

さ
れ
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
う
す
る
と
、
管
理
委
託
契
約

で
は
、
（中

略
）、
土
地
所
有
者
か
ら

一
方
的
に
解
約
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
た
も
の
と

解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

」
と
。

別
荘
地
の
イ
ン
フ
ラ

（公
共
サ
ー
ビ
ス
）
は
、

別
荘
地
に
出
入
り
す
る
た
め
の
道
路
の
通
行
、
別

荘
地
か
ら
出
る
生
活
用
水
の
排
水
、
別
荘
地
全
体

の
維
持
保
全

（す
な
わ
ち
治
山
治
水
）、
公
園
緑

地
な
ど
の
別
荘
地
環
境
の
確
保
、
別
荘
地
の
セ
ン

タ
ー
施
設
の
設
置
維
持
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

ゴ
ミ
集
積
所
の
設
置
、
ゴ
ミ
収
集
な
ど
、
多
種
多

様
な
便
益

（サ
ー
ビ
ス
）
の
総
合
体
で
あ
る
。
も

し
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ら
の
総
合
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
き
た
管
理
会
社
に
代
わ
っ
て
、
他
の
事
業
体

が
こ
れ
ら
の
総
合
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
と
い

う
体
制
が
整

っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
も
ち
ろ
ん
、

受
益
者
で
あ
る
個
々
の
別
荘
地
所
有
者
は
、
こ
れ

ま
で
の
管
理
会
社
と
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
契

約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
ｃ
し
か
し
、
そ
う

で
は
な
く
、
相
変
わ
ら
ず
、
管
理
会
社
が
、
そ
れ

ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供
し
て
お
り
、

個
々
の
別
荘
地
所
有
者
は
、
こ
れ
を
受
益
し
続
け

て
い
る
と
す
る
な
ら
、
受
益
し
た
ま
ま
で
、
契
約

を
解
除
す
る
と
い
い
だ
し
て
も
、
そ
の
意
思
表
示

は
、
自
分
自
身
の
行
動
と
矛
盾
し
て
お
り
、
表
示

内
容
通
り
の
意
思
表
示
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
ま
た
、
受
益
し
な
が
ら
、
解
除
の
意

思
表
示
を
す
る
の
だ
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
そ
の
解
除
は
、
個
々
の
別
荘
地
の
存
続
に
つ

い
て
、
権
限
な
く
し
て
不
利
な
結
果
を
発
生
さ
せ

よ
う
と
し
て
、
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
権
限
を

乱
用
す
る
意
思
表
示
、
あ
る
い
は
権
限
を
欠
く
意

思
表
示
と
し
て
、
効
力
を
生
じ
な
い
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
　
．

す
な
わ
ち
、
地
役
権
設
定
契
約
の
場
合
と
同
様

に
、
別
荘
地
に
お
け
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
契

約
は
、
個
々
の
別
荘
地
所
有
者
の
個
人
的
な
利
益

を
目
的
と
し
た
対
人
的
な
契
約
で
は
な
く
、
対
物

的
な
契
約
、
す
な
わ
ち
要
役
地
を
利
用
可
能
な
土

地
と
し
て
存
続
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
契
約

で
あ
っ
て
、
受
益
者
で
あ
る
個
々
の
別
荘
地
所
有

者
は
、
要
役
地
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
公
共
的

な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権
利
を
、
そ
の
個
人
的
な

考
え
か
ら
、
消
滅
さ
せ
る
権
限
は
有
し
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
解
除
の

意
思
表
示
は
、
土
地
の
社
会
的
な
有
用
性
を
、
合

理
的
な
理
由
も
無
く
喪
失
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
解
除
権
が
な
い
の
に
し
た
意
思
表
示
と
し

て
、
効
力
を
生
じ
な
い
と
考

・えら
れ
る
。

そ
し
て
ま
た
、
受
益
し
な
が
ら
、
解
除
の
意
思

表
示
を
す
る
の
は
、
別
荘
地
に
お
け
る
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
共
同
受
益
の
関
係
を
、
共
同
受
益
に
つ
い

て
利
害
関
係
の
あ
る
、
他
の
別
荘
地
の
所
有
者
の

同
意
を
得
る
こ
と
無
く
、　
一
方
的
に
消
滅
さ
せ
よ

う
と
す
る
趣
旨
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ

う
な
行
為
は
、
別
荘
地
に
お
け
る
共
同
受
益
、
す

な
わ
ち
、
別
荘
地
と
イ
ン
フ
ラ
と
の
間
の
共
同
従

属
的
関
係
を
、
権
限
無
く
し
て
崩
壊
さ
せ
よ
う
と
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す
る
行
為
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
、
権
限
を
欠

い
た
無
効

の
行
為
で
あ
る
と
評
価
す
べ
き
で
あ

る

。
２２
　
委
任
の
解
除

１９
で
述
べ
た
よ
う
に
、
管
理
契
約
は
、
事
務

管
理
を
契
約
関
係
に
昇
格
さ
せ
る
契
約
、
す
な
わ

ち

ヽ
、
委
任
契
約
の
性
質
を
持
つ
。
そ
こ
で
、
委
任

契
約
の
解
除
に
関
す
る
民
法
六
五

一
条
の
無
理
由

解
除
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と

な
る
。

集
団
と
し
て
の
別
荘
地
に
と
っ
て
、
イ
ン
フ
ラ

は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
イ
ン
フ
ラ
を
管
理

す
る
事
務
は
、
全
別
荘
地
の
た
め
の
事
務
で
あ

り
、
そ
の
事
務
管
理
を
委
任
契
約
と
し
て
格
上
げ

し
た
管
理
契
約
で
、
委
任
者
の
地
位
に
就
く
の
は

別
荘
地
所
有
者
で
あ
り
、
受
任
者
の
地
位
に
就
く

の
は
管
理
会
社
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

管
理
契
約
で
事
務
処
理
の
対
象
と
な
る
イ
ン
フ
ラ

の
所
有
権
は
、
受
任
者
で
あ
る
管
理
会
社
に
あ

る
。通

常
の
委
任
に
お
い
て
は
、
事
務
処
理
の
対
象

物
の
所
有
権
が
受
任
者
で
は
な
く
委
任
者
に
あ

り
、
対
象
物
に
対
す
る
支
配
権
能
は
、
委
任
に
よ

り

一
時
的
に
受
任
者
に
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本

来
は
、
受
任
者
で
は
な
く
、
委
任
者
に
支
配
権
能

が
帰
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
支
配
権

能
の
本
来
の
帰
属
主
体
と
、
事
務
処
理
の
結
果
生

じ
る
利
益
の
帰
属
主
体
と
の
間
に
は
ず
れ
が
生
じ

な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
通
常
の
委
任
を
委
任

者
が
解
除
す
る
場
合
、
委
任
者
は
、
解
除
に
よ

り
、
対
象
物
に
対
す
る
全
面
的
な
支
配
権
能
を
受

任
者
か
ら
取
り
戻
し
、
そ
の
支
配
権
能
を
行
使
し

て
、
み
ず
か
ら
が
、
対
象
物
に
つ
い
て
の
事
務
処

理
を
担
当
す
る
こ
と
で
、
み
ず
か
ら
の
利
益
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
支
配
権
能

の
帰
属
と
利
益
の
帰
属
と
の
間
に
ず
れ
が
生
じ
な

い
よ
う
に
し
て
、
解
除
が
あ

っ
て
も
、
事
務
処
理

は
継
続
で
き
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
る
利
益
を
継
続

的
に
、
か
つ
、
円
滑
に
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
で

き
て
い
る
の
で
あ
る
ｃ

こ
の
よ
う
な
利
益
状
況
を
前
提
と
し
て
、
民
法

六
五

一
条
は
、
委
任
者
が
無
理
由
で
委
任
を
解
除

し
、
委
任
の
対
象
物
に
対
す
る
全
面
的
な
支
配
権

能
を
、
委
任
者
に
取
り
戻
す
こ
と
を
可
能
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
別
荘
地
の
管
理
契
約
の
場
合
、
先

に
述
べ
た
よ
う
に
、
事
務
処
理
の
対
象
で
あ
る
別

荘
地
の
イ
ン
フ
ラ
を
所
有
す
る
の
は
、
管
理
会
社

で
あ
り
、
委
任
者
で
あ
る
個
別
の
別
荘
地
所
有
者

に
は
、
そ
れ
ら
の
施
設
の
所
有
権
が
な
い
。
管
理

契
約
が
委
任
契
約
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
こ
の
契

約
を
解
除
す
る
こ
と
は
、
委
任
の
事
務
処
理
の
対

象
物
に
対
す
る
全
面
的
な
支
配
権
能
を
、
委
任
者

に
取
り
戻
す
こ
と
を
意
味
せ
ず
、
解
除
後
に
、
こ

れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
事
務
を
、
委
任
者
が
担
当

し
よ
う
と
し
て
も
、
委
任
者
に
は
、
事
務
を
担
当

す
る
た
め
の
権
能
で
あ
る
（
イ
ン
フ
ラ
の
所
有
権

が
な
く
、
事
務
を
継
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
あ
る
ｃ

こ
の
よ
う
に
、
別
荘
地
イ
ン
フ
ラ
の
管
理
契
約

の
場
合
は
、
民
法
六
五

一
条
が
想
定
し
て
い
る
、

解
除
後

の
利
益
状
況
と
は
、
全
く
異
な
る
事
態

が
、
解
除
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
っ
て
、
民
法
六
五

一
条
の
解
除
を
、
こ
の
よ
う

な
場
合
に
ま
で
、
拡
大
し
て
適
用
す
る
こ
と
は
、

法
律
の
本
来
の
適
用
範
囲
を
超
え
て
い
る
の
で
あ

る
ｃし

か
も
、
全
別
荘
地
の
た
め
の
事
務
で
あ
る
イ

ン
フ
ラ
の
管
理
は
、
別
荘
地
所
有
者
の
共
同
の
利

益
を
確
保
す
る
契
約
で
あ

っ
て
、
個
々
の
別
荘
地

所
有
者

（
ワ
ン
〇
”
①
）
は
、
仝
て
の
別
荘
地
所
有

者

（オ
ー
ル
』
）
と
、
管
理
契
約
と
い
う
紐
帯

で
結
び

つ
け
ら
れ
て
お
り
、
ワ
ン
フ
オ
ー
オ
ー
ル

（８

①
ざ
「
』
）
オ
ー
ル
フ
ォ
ー
ワ
ン

（”
〓
ど
「

ｏ
お
）
の
関
係
が
、
管
理
会
社
を
媒
介
と
し
て
、

存
在
し
て
い
る
。
こ
の
相
互
の
関
係
を
形
作
る
管

理
契
約
を
、
委
任
の
性
質
が
あ
る
か
ら
と
し
て
、

無
理
由
で
解
除
す
る
こ
と
を
認
め
る
の
は
、
共
同

従
属
的
関
係
に
あ
る
、
別
荘
地
と
そ
の
イ
ン
フ
ラ

と
の
関
係
か
ら
見
て
、
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
わ
ね
ば

な
る
ま
い
。

個
別
の
別
荘
地
所
有
者
は
、
他
人

（管
理
会

社
）
所
有
の
施
設
の
維
持
管
理
に
よ
り
、
受
益
を

す
る
関
係
に
あ
る
が
、
そ
の
受
益
は
、
本
来
は
、

委
任
者
で
あ
る
別
荘
地
所
有
者
の
側
で
、
す
な
わ

ち
別
荘
地
所
有
者
仝
員
で
組
合
を
作
り
、
別
荘
地

所
有
者
仝
員
に
共
通
す
る
課
題
で
あ
る
別
荘
地
仝

体
の
管
理
は
、
自
分
た
ち
の
自
己
責
任
で
解
決
す

る
と
い
う
、
民
法
二
五
三
条
の
共
有
の
規
定
や
区

分
所
有
法
第
二
章
団
地
の
規
定
が
示
す
法
律
的
な

立
場
に
立
っ
て
、
別
荘
地
所
有
者
全
員
が
経
済
的

に
そ
の
負
担
を
分
か
ち
、
か
つ
、
実
際
に
、
別
荘

地
前
所
有
者
か
ら
選
任
さ
れ
た
代
表
者
が
、
管
理

の
実
務
を
担
当
す
る
と
い
う
事
務
上
の
負
担
の
も

と
に
、
実
現
す
べ
き
事
柄
を
、
他
人
に
頼
っ
て
受

益
す
る
と
い
う
仕
組
み
を
採
用
し
た
こ
と
か
ら
、

発
生
し
て
い
る
特
別
の
受
益
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
受
益
を
す
る
と
い
う
、
通
常
の
委

任
と
は
異
な
り
、
み
ず
か
ら
が
有
す
る
所
有
権
を

背
景
と
し
た
事
務
処
理
で
は
な
く
、
他
人
の
所
有

権
を
背
景
と
し
た
事
務
処
理
に
頼
っ
て
受
益
す
る

と
い
う
、
特
別
の
受
益
を
実
現
す
る
た
め
の
委
任

を
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
委
任
を
解
除

す
る
こ
と
は
、
通
常
の
委
任
の
解
除
と
は
、
仝
く

別
の
効
果
、
す
な
わ
ち
、
他
人
の
所
有
権
に
頼
っ

て
別
荘
地
所
有
者
全
員
が
受
け
て
い
る
受
益
の
仕

組
み
を
否
定
し
、
別
荘
地
所
有
者
の
共
同
利
益
を

毀
損
す
る
、
特
別
の
効
果
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

そ
の
よ
う
な
通
常
の
委
任
と
は
異
質
の
契
約
に
、

通
常
の
委
任
の
規
定
の
適
用
は
あ
る
は
ず
は
な

こ
の
よ
う
な
問
題
の
背
景
の
中
で
、
先
に
述
べ

た
南
箱
根
ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
事
件
平
成
二
八
年
東
京

高
裁
判
決
は
、
契
約
当
事
者
の
意
思
解
釈
の
手
法

に
従
い
、
次
の
四
個
の
事
情
を
認
定
し
、
個
別
の

別
荘
地
所
有
者
に
は
、
民
法
六
五

一
条
に
よ
る
解

除
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
な
い
旨
の
解
釈
を

示
し
た
。

０
　
別
荘
地
分
譲
契
約
に
お
け
る
ダ
イ
ヤ
ラ
ン

ド
管
理
契
約
の
締
結
強
制
。

②
　
別
荘
地
所
有
者
全
員
に
管
理
費
の
支
払
義

務
を
課
し
、
そ
れ
を
原
資
に
し
て
全
別
荘
地
所
有

者
に
共
通
の
不
可
分
的
な
内
容
の
全
体
管
理
を
行

う
仕
組
み
の
採
用
。

０
　
別
荘
地
を
売
却
す
る
場
合
の
買
受
人
へ
の

契
約
承
継
義
務
の
設
定
。

④
　
被
上
告
人
に
よ
る
役
務
の
提
供
の
外
に
被

上
告
人
所
有
の
公
共
施
設
を
利
用
さ
せ
る
契
約
で

あ
る
た
め
、
契
約
の
一
方
当
事
者
と
し
て
、
被
上

告
人
を
外
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
。

本
判
決
の
こ
の
よ
う
な
契
約
解
釈
は
、
南
箱
根

2351号 判 例 時 報
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ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
事
件
平
成
二
二
年
東
京
高
裁
判
決

（判
夕
一
三
二
六

。
一
六
九
）
を
除
い
て
、
別
荘
地

の
管
理
契
約
解
除
の
効
力
が
争
わ
れ
た
、
数
多
く

の
地
裁
判
決
、
高
裁
判
決
の
判
断
を
踏
ま
え
、
こ

れ
を
集
約
し
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
尊
重
さ
れ

て
し
か
る
べ
き
判
決
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
日璽
局

裁
は
、
平
成
二
八
年
七
月
、
南
箱
根
ダ
イ
ヤ
ラ
ン

ド
事
件
平
成
二
八
年
東
京
高
裁
判
決
に
対
す
る
上

告
を
棄
却
し
、
上
告
を
不
受
理
と
す
る
決
定
を
出

し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

そ
し
て
い
別
荘
地
管
理
契
約
は
、
別
荘
地
所
有

者
全
員
に
管
理
費
の
支
払
義
務
を
課
し
、
そ
れ
を

原
資
に
し
て
全
別
荘
地
所
有
者
に
共
通
の
不
可
分

的
な
内
容
の
全
体
管
理
を
行
う
仕
組
み
を
採
用
し

た
契
約
で
あ
る
。
管
理
契
約
自
体
は
個
々
に
締
結

さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
効
果
は
、
別
荘
地
所
有

者
に
い
わ
ば
合
有
的
に
帰
属
す
る
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
個
人
間
の
信
頼
関
係
を
保
護
す
る
委
任
の

規
定
の
適
用
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
委
任
者
の
死

亡
に
よ
る
当
然
終
了
を
規
定
す
る
民
法
六
五
三
条

の
適
用
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
南
箱
根
ダ
イ
ヤ
ラ

ン
ド
事
件
平
成
二
八
年
東
京
高
裁
判
決
も
、
同
じ

結
一一黙耐
一一を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
個
別
の
別
荘
地
所
有
者
が
、
管
理
会
社

の
管
理
行
為
に
不
満
を
唱
え
て
、
管
理
契
約
を
債

務
不
履
行
解
除
し
た
と
し
て
紛
争
に
な
る
事
例
が

あ
る
。
管
理
契
約
が
、
別
荘
地
全
体
の
管
理
の
ほ

か
、
個
別
の
別
荘
地
の
管
理
を
含
め
て
一
体
と
し

て
締
結
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
に
多
い
苦
情
の
よ

う
で
あ
る
。
個
別
の
別
荘
地
の
管
理
契
約
で
提
供

さ
れ
る
べ
き
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
契
約
者
に
不

満
が
あ
る
場
合
、
解
除
し
て
も
、
全
体
管
理
の
契

約
が
存
続
し
て
い
く
こ
と
に
な
れ
ば
、
他
の
別
荘

地
所
有
者
に
と
っ
て
利
害
関
係
は
生
じ
な
い
。
そ

こ
で
、
管
理
契
約
を
二
分
し
て
、
個
別
別
荘
地
の

管
理
契
約
ど
、
別
荘
地
全
体
の
管
理
契
約
を
用
意

し
て
お
き

（南
箱
根
ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
の
場
合
、
平

成
二
四
年
の
管
理
契
約
の
改
定
で
、
契
約
を
三
分

割
し
て
い
る
。
）、
個
別
別
荘
地
の
管
理
契
約
を
結

ぶ
の
は
、
別
荘
地
所
有
者
の
任
意
で
あ
る
と
の
解

決
策
が
あ
る
。
個
別
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
不
満

を
理
由
に
解
除
を
求
め
る
契
約
者
に
は
、
従
前
の

一
体
と
な
っ
た
管
理
契
約
を
解
約
し
て
、
全
体
管

理
の
契
約
の
み
の
締
結
を
求
め
る
こ
と
で
、
問
題

を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
、
企
体
管
理
に
属
す
る
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
の
不
満
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
が
、

全
別
荘
地
所
有
者
に
普
遍
的
に
提
供
さ
れ
る
サ
ー

ビ
ス
の
場
合
は
、
後
に
２５
で
検
討
す
る
よ
う
に
、

そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
に
つ
い
て
、
全
別
荘
地
所

有
者
の
視
点
か
ら
見
て
、
必
要
な
水
準
に
達
し
て

い
る
の
か
ど
う
か
が
、
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
水
準
に
達
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、

２５
に
記

載
し
た
よ
う
に
、
手
続
き
的
に
、
別
荘
地
所
有
者

の
集
団
的
な
意
思
が
表
明
さ
れ
る
機
会
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
判
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
全
体
管
理
に
属
す
る
サ
ー
ビ
ス
で

も
、
個
別
の
別
荘
地
に
提
供
さ
れ
る
も
の
が
あ

り
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
当
該
別
荘
地
所
有
者
の
不

満
で
あ
る
場
合
に
は
、
事
実
と
し
て
、
債
務
不
履

行
が
あ
る
場
合
も
あ
ろ
う
が
、
た
だ
、
そ
れ
が

一

時
的
な
も
の
で
あ
る
な
ど
、
管
理
契
約
の
継
続
的

性
質
か
ら
み
て
、
解
除
を
肯
定
す
る
に
足
り
な
い

も
の
も
あ
り
得
る
。

ま
た
、
管
理
契
約
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

は
、

２１
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
多
種
多
様
な
便
益

（サ
ー
ビ
ス
）
の
総
合
体
で
あ
る
ｃ
も
し
、
こ
れ

ま
で
そ
れ
ら
の
総
合
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た

管
理
会
社
に
代
わ
っ
て
、
他
の
事
業
体
が
こ
れ
ら

の
総
合
サ

‐―
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
と
い
う
体
制
が

整
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
も
ち
ろ
ん
、
受
益
者
で

あ
る
個
々
の
別
荘
地
所
有
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
管

理
会
社
と
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
契
約
を
解
除

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な

く
、
相
変
わ
ら
ず
、
管
理
会
社
が
、
そ
れ
ら
の
サ

ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供
し
て
お
り
、
個
々
の
別

荘
地
所
有
者
は
Ｆ
こ
れ
を
受
益
し
続
け
て
い
る
と

す
る
な
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
に
つ
い
て
、
債
務

不
履
行
が
あ
っ
て
も
、
全
体
と
し
て
の
受
益
と
の

総
合
判
断
で
ハ
解
除
を
肯
定
す
る
ま
で
に
は
至
ら

ず
、
他
の
方
法
に
よ
る
解
決
、
例
え
ば
、
管
理
料

の
一
部
あ
る
い
は
一
時
的
な
不
払
い
の
許
容
な
ど

の
中
間
的
な
解
決
に
と
ど
め
る
べ
き
場
合
も
あ
ろ

う
。既

に
述
べ
た
よ
う
に
、
全
別
荘
地
の
た
め
の
事

務
で
あ
る
イ
ン
フ
ラ
の
管
理
は
、
別
荘
地
所
有
者

の
共
同
の
利
益
を
確
保
す
る
契
約
で
あ
っ
て
、

個
々
の
別
荘
地
所
有
者

（ワ
ン
〇
”
①
）
は
、
全
て

の
別
荘
地
所
有
者

（オ
ー
ル
”
〓
）
と
、
管
理
契

約
と
い
う
紐
帯
で
結
び
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
ワ
ン

フ
オ
ー
オ
ー
ル

（ｏ
”
①
∂
『
”
〓
）
オ
ー
ル
フ
ォ
ー

ワ
ン

（”
〓
「〇
『
〇
●
①
）
の
関
係
が
、
管
理
会
社
を

媒
介
と
し
て
、
存
在
し
て
い
る
。
債
務
不
履
行
の

場
合
の
解
決
に
お
い
て
も
、
管
理
契
約
の
持
つ
上

記
の
役
割
を
十
分
に
考
慮
に
入
れ
、
で
き
る
限

り
、
ワ
ン
フ
ォ
ー
オ
ー
ル

（ｏ
”
①
♂
『
”
〓
）
オ
ー

ル
フ
ォ
ー
ワ
ン
′（”
〓
ざ
『
０
０
①
）
の
関
係
が
継
な続

す
る
よ
う
―
配
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
解
除
の
効
力

を
肯
定
し
た
結
果
、
当
該
別
荘
地
所
有
者
と
管
理

会
社
あ
る
い
は
他
の
別
荘
地
所
有
者
と
の
関
係

が
、
管
理
契
約
の
な
い
事
務
管
理
の
関
係
で
あ
る

場
合
よ
り
も
、
前
述
の
１９
及
び
２０
で
検
討
し
た
よ

う
に
、
結
局
は
、
当
該
の
別
荘
地
所
有
者
に
と
っ

て
も
、
有
利
な
の
で
あ
る
。

２３
　
別
荘
地
で
は
土
地
施
設
に
よ
ら
な
い
イ
ン
フ

ラ
も
重
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
・

別
荘
地
内
の
道
路
は
、
開
発
業
者
が
造
成
し
、

管
理
会
社
が
所
有
し
て
い
る
形
態
が
多
い
が
、
開

発
か
ら
長
年
月
が
経
過
し
て
、
地
元
自
治
体
に
寄

附
さ
れ
て
、
自
治
体
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。
た
だ
、
道
路
が
自
治
体
の
所
有
と
な

り
、
公
道
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
、

道
路
管
理
の
負
担
、
特
に
、
日
常
的
な
草
木
の
除

去
、
清
掃
、
除
雪
、
簡
易
な
修
繕
な
ど
の
負
担

が
、
自
治
体
へ
移
さ
れ
る
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で

は
な
い
。
そ
れ
ら
の
道
路
の
利
用
者
は
、
圧
倒
的

に
、
別
荘
関
係
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
自
治

体
は
、
そ
れ
ら
の
道
路
管
理
を
住
民
が
み
ず
か
ら

行
う
よ
う
に
求
め
、
別
荘
地
の
よ
う
な
余
暇
利
用

を
主
体
と
す
る
地
域
の
道
路
で
は
、
そ
れ
ら
の
道

路
管
理
は
い
別
荘
所
有
者
に
代
わ
っ
て
管
理
会
社

で
せ
ぎ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

別
荘
地
内
の
道
路
を
自
治
体
に
移
管
す
る
ま
で
と

同
様
に
、
管
理
会
社
が
道
路
の
管
理
を
続
け
る
こ

と
と
な
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
別
荘
地
の
場
合
、　
一
般
の
住
宅
地
と
異

な
る
公
共
的
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
交
通

不
便
の
解
消
の
た
め
の
巡
回
バ
ス
路
線
、
別
荘
地

内
の
街
灯
の
整
備
、
別
荘
地
内
の
巡
回
警
備
や
出

入
り
す
る
人
や
車
の
監
視
な
ど
の
治
安
の
維
持
、
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め
の
ゴ
ミ

置
な
ど
の
ゴ
ミ
処
理
、
傾
斜
地
の
多
い
別
荘
地
の

治
山
治
水
や
、
消
防
用
水
の
確
保
、
消
火
栓
の
設

置
、
災
害
時
の
た
め
の
避
難
場
所
の
確
保
、
用
品

の
備
蓄
な
ど
の
災
害
対
策
、
別
荘
地
に
ふ
さ
わ
し

い
運
動
施
設
や
グ
ス
ト
ル
ー
ム

・
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
の
整
備
、
別
荘
地
ら
し
い
環
境
を
保
全
す
る
自

然
環
境

の
保
全
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ

る
。
勿
論
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
に
属
す

る
土
地
や
施
設

（警
備
の
た
め
の
施
設
と
し
て
道

路
に
面
し
て
設
け
た
警
備
室
や
監
視
ヵ
メ
ラ
、
ゴ

ミ
の
分
別
収
集
施
設
、
公
園
、
緑
地
な
ど
）
を
利

用
す
る
も
の
も
多
い
が
、
車
両
や
人
手
な
ど
、
土

地
施
設
に
よ
ら
な
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
も
数
多
い
。

こ
れ
ら
の
広
い
意
味
で
の
イ
ン
フ
ラ
、
公
共
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
が
、
全
体
と
し
て

の
別
荘
地
の
維
持
管
理
上
、
不
可
欠
な
も
の
で
あ

る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
仝
別
荘
地
と
の
間
で
、
共

同
従
属
的
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
土
地
や
施
設

と
同
じ
く
、
別
荘
地
所
有
者
全
員
に
管
理
費
の
支

払
義
務
を
課
し
、
そ
れ
を
原
資
に
し
て
全
別
荘
地

所
有
者
に
共
通
の
不
可
分
的
な
内
容
の
仝
体
管
理

を
行
う
仕
組
み
に
組
み
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

２４
　
別
荘
土
地
の
士四
員
と
管
理
契
約

東
京
高
判
平
２８
・
１
。
１９
判
時
二
三
〇
八

・
六

七

（南
箱
根
ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
事
件
平
成
二
八
年
東

京
高
裁
判
決
）
は
、
別
荘
地
の
管
理
契
約
の
性
質

に
つ
い
て
、
管
理
会
社
所
有
の
公
共
施
設

（道

路
、
公
園
、
排
水
施
設
、
ゴ
ミ
集
積
所
、
防
災

・

防
火
施
設
、
セ
ン
タ
ー
施
設
な
ど
）
を
全
別
荘
地

所
有
者
に
利
用
さ
せ
る
利
用
契
約
と
、
個
別
別
荘

地
所
有
者
が
管
理
会
社
に
別
荘
地
全
体
の
維
持
管

を
委
託
す
る
準
委
任
契
約
と
の

混
合
契
約
で
あ
る
と
判
示
し
た
ｃ

こ
の
う
ち
、
利
用
契
約
は
、
別
荘
地
所
有
者
に

イ
ン
フ
ラ

（公
共
施
設
）
の
利
用
権
を
設
定
す
る

契
約
で
あ
り
、
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ

（公
共
施
設
）

の
う
ち
、
道
路
や
排
水
路
な
ど
は
、
通
行
地
役
権

や
排
水
地
役
権

の
対
象
で
あ
る
土
地
で
あ
り
う

る
ｃ
そ
し
て
、
通
行
地
役
権
や
排
水
地
役
権
と
い

う
よ
う
な
地
役
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ

る
場
合
は
、
そ
の
地
役
権
は
、
要
役
地
に
当
た
る

個
々
の
別
荘
土
地
の

「所
有
権
に
従
た
る
も
の
と

し
て
、
そ
の
所
有
権
と
と
も
に
移
転
す
る
」
（民

法
二
八

一
条

一
項
）
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
別
荘

土
地
が
売
買
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ら
の
地
役
権
は
、

売
買
の
対
象
で
あ
る
別
荘
土
地
と
共
に
、
買
い
主

に
移
転
す
る
。
そ
し
て
、
管
理
契
約
で
定
め
ら
れ

て
い
る
管
理
費
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
の
地
役
権
に

よ
り
提
供
さ
れ
る
役
務
の
対
価
も
含
ま
れ
て
い
る

の
で
あ
る
ｃ
地
役
権
の
対
価
が
年
ご
と
ま
た
は
月

ご
と
に
ハ
す
な
わ
ち
定
期
金
と
し
て
支
払
う
よ
う

定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
定
め
は
、
地
役
権

と
い
う
物
権
の
内
容
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
要

役
地
が
売
買
さ
れ
れ
ば
、
地
役
権
の
対
価
を
支
払

う
べ
き
義
務
は
、
物
権
と
し
て
買
い
主
に
対
し
て

も
、
効
力
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

地
役
権
の
対
価
を
支
払
う
べ
き
義
務
は
、
別
に
買

い
主
が
そ
の
義
務
を
承
認
す
る
ま
で
も
な
く
、
買

い
主
に
承
継
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
７
で
述
べ
た
よ
う
に
、
区
分

所
有
法
六
五
条
は
、
共
有
の
対
象
と
し
て
土
地
や

付
属
施
設
の
ほ
か
、
括
弧
書
き
で
、
こ
れ
ら
に
関

す
る
権
利
を
含
む
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

イ
ン
フ
ラ
の
所
有
権
を
元
の
所
有
者
の
ま
ま
に
し

て
お
い
て
、
別
荘
建
物
所
有
者
が
イ
ン
フ
ラ
の
利

用
権
を
準
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
団
地
法

律
関
係
を
造
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
管
理
契
約
中
の
利
用
権
の
設
定
契
約

の
部
分
を
見
る
と
、
そ
れ
は
、
上
記
の
道
路
や
排

水
路
の
地
役
権
の
設
定
契
約
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

ま
さ
に
、
別
荘
建
物
所
有
者
が
イ
ン
フ
ラ
の
利
用

権
で
あ
る
地
役
権
を
準
共
有
す
る
こ
と
を
定
め
る

契
約
に
該
当
す
る
。
ま
た
、
地
役
権
の
設
定
契
約

以
外
の
土
地
や
施
設
の
利
用
権
設
定
契
約

（債
権

契
約
）
に
つ
い
て
み
て
も
、
利
用
権
を
準
共
有
す

る
契
約
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

な
準
共
有
の
権
利
関
係
を
も
と
に
し
て
、
区
分
所

有
法
六
五
条
の
適
用
を
考
え
て
み
る
と
、
管
理
契

約
に
よ
っ
て
、
全
別
荘
地

（別
荘
建
物
所
有
者
）

の
た
め
に
、
そ
の
準
共
有
の
対
象
で
あ
る
権
利
と

し
て
、
道
路
や
排
水
路
の
地
役
権
や
債
権
的
な
利

用
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
全
別
荘
地

（別
荘
建
物
所
有
者
）
の
間
に
、
団
地
法
律
関
係

が
成
立
し
て
い
る
と
も
い
え
る
状
態
に
あ
る
こ
と

と
な
る
ｃ

こ
の
団
地
法
律
関
係
は
、
別
荘
地

（別
荘
建

物
）
所
有
権
の
従
た
る
権
利
で
あ
る
か
ら
、
別
荘

地

（別
荘
建
物
）
が
売
買
さ
れ
て
買
受
人
に
所
有

権
が
移
転
さ
れ
れ
ば
、
団
地
法
律
関
係
も
、
そ
れ

に
伴
い
移
転
す
る
。

そ
こ
で
、
管
理
契
約
は
、
こ
の
団
地
法
律
関
係

の
一
部
で
あ
る
と
み
れ
ば
、
別
荘
土
地

（別
荘
建

物
）
の
売
買
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
伴
い
、
管
理
契

約
上
の
地
位
が
新
た
な
買
い
主
に
も
承
継
さ
れ
る

と
い
う
見
方
を
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
わ
け
で
は

な
い
こ
と
に
な
る
。
現
に
、　
一
部
の
別
荘
地
の
管

理
規
約
で
は
、
別
荘
地
所
有
者
が
そ
の
所
有
す
る

別
荘
地
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
譲
受
人

は
、
売
主
で
あ
る
別
荘
地
所
有
者
か
ら
管
理
契
約

上
の
当
事
者
の
地
位
を
承
継
し
、
管
理
会
社
に
対

す
る
管
理
費
の
支
払
義
務
を
承
継
す
る
旨
約
定
さ

（Ю
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
　
　
・

た
だ
、
管
理
契
約
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
利
用
権

（地
役
権
な
ど
）
の
設
定
以
外
に
も
、
多
く
の
債

権
契
約
と
し
て
の
性
質
を
持
っ
た
部
分
が
あ
り
、

直
ち
に
上
記
の
結
論
を
導
く
べ
き
か
と
言
え
ば
、

な
お
検
討
を
要
す
る
部
分
が
残
る
。
そ
こ
で
、
現

実
の
管
理
契
約
で
は
、
別
荘
地
の
所
有
者
に
対
し

て
、
別
荘
地
を
売
却
す
る
場
合
の
買
受
人
へ
の
契

約
承
継
義
務
を
設
定
す
る
条
項
が
、
ほ
ぼ
例
外
な

く
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
別
荘
地
の
売
買
の

際
の
仲
介
人
に
よ
る
重
要
事
項
説
明
で
は
、
別
荘

地
を
買
い
受
け
た
場
合
、
こ
れ
に
伴
い
管
理
契
約

の
締
結
及
び
管
理
費
の
負
担
を
求
め
ら
れ
る
旨
の

説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
管
理
契
約
の
持
つ
性
質
を
考
慮
に

入
れ
る
と
、
別
荘
土
地
を
購
入
す
る
者
の
多
く

が
、
管
理
契
約
が
別
荘
の
利
用
上
不
可
欠
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え

（ｎ）
て
、
当
事
者
の
意
思
推
定
を
用
い
て
、
管
理
契
約

の
承
継
の
有
無
に
関
す
る
争
い
を
解
決
す
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。
現
実
の
裁
判
例
を
見
て
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
実
か
ら
、
別
荘
土
地
の
買
い
主
が
、

管
理
契
約
を
締
結
す
る
意
思
を
有
し
て
い
た
旨
認

定
し
て
、
最
終
的
に
は
、
管
理
契
約
を
買
い
主
が

受
け
入
れ
て
契
約
を
結
ん
だ
と
の
結
論
に
至
っ
て

お
り
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
裁
判
所
の
態
度
が
参
考

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

２５
　
別
荘
土
地
所
有
者
の
集
団
的
意
思
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旧
民
法
二
七
七
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
が

あ
っ
た
。

旧
民
法
二
七
七
条
　
初
め

一
人
の
所
有
に
属
し

た
る
二
個
の
土
地
が
不
分
の
と
き
既
に
継
続
か
つ

表
見
の
地
役
の
成
立
す
べ
き
位
置
を
な
し
そ
の
分

離
の
と
き
こ
の
形
状
を
変
更
せ
ず
ま
た
こ
れ
を
変

更
す
る
こ
と
を
要
約
せ
ざ
り
し
と
き
は
所
有
者
の

用
法
に
よ
り
こ
の
種
の
地
役
を
設
定
し
た
る
も
の

と
み
な
す
。

こ
の
条
文
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
六
九
二
条
に
由

来
す
る
も
の
で
、
同

一
の
所
有
者
に
属
す
る
二
つ

の
土
地
の
間
に
、
所
有
者
に
よ
っ
て
い
要
役

・
承

役
の
事
実
的
関
係
が
設
定
さ
れ
た
後
、
お
の
お
の

の
土
地
が
譲
渡
ま
た
は
分
割
に
よ
っ
て
異
な
る
所

有
者
に
帰
属
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
両
土
地
の

間
に
地
役
権
が
成
立
す
る
と
い
う
趣
旨
の
規
定
で

あ
る

（川
島
武
宜
編

『注
釈
民
法
０
物
権
２
』
（有

斐
閣
、
二
〇
〇
七
）
四
七
五
頁

〔
稲
本
洋
之

助
〕）。
こ
こ
に

「所
有
者
の
用
法
に
よ
り
」
と
み

る
よ
う
に
、
こ
の
場
合
の
地
役
権
の
内
容
は
、
設

定
者
で
あ
る
と
同
時
に
権
利
者
で
も
あ
る
、
「所

有
者
」
が
決
定
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
、
別
荘
地
の
管
理
契
約
で

も
起
こ
る
。
す
な
わ
ち
、
別
荘
地
の
管
理
契
約

は
、
別
荘
地
の
開
発
事
業
者
に
よ
っ
て
、
別
荘
地

の
売
り
出
し
の
前
後
に
準
備
さ
れ
、
売
り
出
し
後

に
、
買
受
人
と
の
間
で
の
締
結
が
始
ま
る
。
そ
こ

碍
　
で
、
当
初
の
管
理
契
約
の
内
容
は
、
開
発
事
業
者

２３
　
が
、
管
理
会
社
と
別
荘
地
所
有
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
立

っ
て
、
そ
の
間
の
利
害
を
調
整
し
て
、

決
定
さ
れ
る
実
情
に
あ
る
。

し
か
し
、
別
荘
地
開
発
後
年
月
が
経

つ
う
ち

に
、
管
理
契
約
は
、
な
ん
ど
か
改
訂
さ
れ
て
い
く

の
が
通
常
の
姿
で
あ
る
。

そ
の
改
訂
に
当
た
っ
て
は
、
す
で
に
別
荘
地
所

有
者
が
複
数
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
集
団
的
意
思

を
反
映
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
用
い
て
、
そ
の
意
見
を

聴
取
し
、
契
約
内
容
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
な

（１５）
る

。そ
し
て
ま
た
、
管
理
契
約
で
提
供
さ
れ
る
管
理

業
務
に
つ
い
て
も
、　
一
部
の
別
荘
地
所
有
者
か
ら

す
る
と
、
不
十
分
な
管
理
で
あ
っ
て
、
管
理
会
社

が
契
約
上
の
債
務
の
履
行
を
怠
っ
て
い
る
と
評
価

さ
れ
、
そ
れ
を
理
由
に
、
管
理
契
約
を
解
除
す
る

と
の
主
張
が
さ
れ
た
り
、
管
理
会
社
の
責
任
を
間

う
意
見
も
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
現
に
、
東

京
地
判
平

２７
・
１
・
２ｌ
ｒ
国
ｘ
じ

ω
文
献
番
号

Ｎ
８
×
ω
記
の
五
頁
０
管
理
委
託
契
約
の
解
除
は

有
効
か

（被
告
ら
の
主
張
）
の
ウ
の
三
行
日
に

は
、
被
告
ら
の
主
張
と
し
て
、
管
理
会
社
が
長
期

間
に
わ
た
っ
て
管
理
業
務
の
履
行
を
怠
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
す
る
と
、
管
理
会
社
と
被
告
ら
と
の
間

の
信
頼
関
係
は
破
壊
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
被
告
ら

の
解
除
権
の
行
使
は
有
効
で
あ
る
と
の
記
載
が
あ

る
。こ

れ
ら
の
主
張
に
つ
い
て
、
上
記
判
決
は
、

「原
告

（管
理
会
社
）
に
よ
る
管
理
業
務
は
、
限

定
さ
れ
た
予
算
の
下
で
広
大
な
本
件
別
荘
地
全
体

を
オ
ー
ナ
ー
全
員
の
た
め
に
維
低
坤管
理
す
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
も
と
も
と
個
々
の
オ
ー
ナ
ー
の
全

て
の
要
望
を
満
た
す
ま
で
の
万
全
な
業
務
管
理
を

行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
個
々
の
オ
ー
ナ
ー
の

視
点
か
ら
は
行
き
届
か
な
い
点
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
本
件
別
荘
地
全
体
と
し
て
見
て
、
別
荘
地
と

し
て
の
相
応
な
環
境
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な

水
準
の
管
理
業
務
が
履
行
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る

場
合
に
は
、
管
理
委
託
契
約
の
趣
旨
に
沿
っ
た
履

行
が
な
さ
れ
て
い
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。

」
と
し
て
お
り

（
一
〇
頁
三
七
行
以
下
）、

個
々
の
別
荘
地
所
有
者
の
視
点
で
は
な
く
、
全
別

荘
地
所
有
者
の
視
点
に
立
っ
て
、
な
さ
れ
る
べ
き

管
理
業
務
の
水
準
が
定
ま
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
ま
た
、
上
記
判
決
は
、
管
理
業
務
が
、
現
に

こ
れ
を
担
当
し
て
い
る
管
理
会
社
か
ら
、
別
の
事

業
者
に
移
管
さ
れ
る
可
能
性
を
念
頭
に
置
い
た
判

示
も
し
て
い
る

（
一
〇
頁
下
か
ら
一
〇
行
日
）。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
念
頭
に
考
え
る
と
、
管
理
会

社
の
管
理
業
務
が
、
全
別
荘
地
所
有
者
の
視
点
か

ら
見
て
も
、
必
要
な
水
準
に
達
し
て
い
る
か
ど
う

か
は
、
大
事
な
問
題
で
あ
っ
て
、
管
理
業
務
の
日

常
的
な
過
程
の
中
に
、
別
荘
地
所
有
者
の
意
向
を

広
く
取
り
入
れ
る
仕
組
み
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

ま
た
、
管
理
会
社
の
管
理
業
務
が
、
全
別
荘
地

所
有
者
の
視
点
か
ら
見
て
も
、
必
要
な
水
準
に
達

し
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
全
別
荘
地
所
有
者

が
、
別
の
事
業
者
に
よ
る
別
荘
地
の
管
理
や
、
あ

る
い
は
別
荘
地
所
有
者
自
身
に
よ
っ
て
管
理
組
合

を
設
立
し
、
み
ず
か
ら
が
主
宰
し
て
別
荘
地
を
管

理
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
そ
の
集
団
的
な
意
思

に
よ
り
、
現
在
の
管
理
会
社
と
交
渉
し
、
現
在
の

管
理
契
約
を
解
除
し
、
新
た
な
管
理
の
体
制
を
創

設
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
抜
本
的
な
取
り
組
み
を

志
向
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
で
は

な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
し
て
、
別
荘
地
所

有
者
の
集
団
的
な
意
思
を
組
成
す
る
仕
組
み
を
用

意
す
る
こ
と
は
、　
一
つ
の
法
律
的
な
課
題
で
あ

る
。

別
荘
地
管
理
契
約
の
う
ち
全
体
管
理
の
部
分

は
、
契
約
当
事
者
の
個
別
の
別
荘
地
の
所
有
が
続

く
限
り
継
続
す
る
、
継
続
的
契
約
関
係
で
あ
る
。

継
続
的
契
約
関
係
に
お
い
て
は
、
事
情
変
更
の
法

理
に
の
っ
と
り
、
契
約
内
容
は
、
そ
の
と
き
ど
き

の
事
情
の
変
化
に
対
応
し
て
、
そ
れ
に
適
応
し
た

内
容
に
、
変
更
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

こ
の
契
約
内
容
の
修
正

。
変
更
に
お
い
て
は
、
個

別
の
別
荘
地
所
有
者
相
互
の
間
に
存
在
す
る
集
団

的
関
係
を
念
頭
に
お
い
て
、
そ
の
集
団
的
な
意
思

が
、
契
約
内
容
に
反
映
さ
れ
る
方
法
を
用
意
す
る

必
要
が
あ
る
。

ま
ず
、
契
約
内
容
の
修
正

・
変
更
が
、
ど
の
よ

う
な
必
要
性
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
そ

の
変
更
内
容
に
は
ど
の
よ
う
な
妥
当
性
が
あ
る
の

か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る
情
報
は
、

す
べ
て
の
契
約
当
事
者
に
対
し
て
、
提
供
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
別
荘
地

所
有
者

（契
約
者
）
集
団
の
意
思
形
成
の
基
礎
ど

な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
最
も
重
要
な
事
柄
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
情
報
は
、
別
荘
地
の

場
合
、
管
理
会
社
に
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
か

ら
、
現
実
的
な
対
応
と
し
て
は
、
管
理
会
社
は
、

日
常
の
活
動
内
容
を
、
定
期
的
に
、
別
荘
地
所
有

者

（契
約
者
）
に
対
し
て
提
供
し
て
、
普
段
か

ら
、
自
己
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
の
、
別
荘
地
所

有
者

（契
約
者
）
全
体
の
理
解
が
進
む
よ
う
、
心

が
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

・　
　
　
（
１６
）

管
理
会
社
の
説
明
責
任
を
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
。

次
に
、
集
団
的
な
意
思
形
成
を
促
進
す
る
実
務

的
な
方
法
を
、
用
意
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

別
荘
地
所
有
者

（契
約
者
）
の
誰
も
が
、
そ
の
意

思
を
表
明
で
き
る
、
オ
ー
プ
ン
な
や
り
方
で
、
会

判 例 時 報
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も
、
そ

の

団
意
思
の
形
成
作
業
を
、
前
に
行
わ
れ
た
審
議
の

成
果
等
を
後
の
審
議
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
意
味

で
連
続
的
に
、
継
続
し
て
、
行
う
こ
と
に
よ
り
、

個
々
の
別
荘
地
所
有
者

（契
約
者
）
の
意
思
が
可

及
的
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を
用
意
す
る
。
そ
の
・

よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

こ
れ
ら
の
前
提
が
満
た
さ
れ
る
な
ら
ば
、
会
議

体
で
、
審
議
さ
れ
た
う
え
で
、
結
論
が
出
さ
れ
た

内
容
は
、
別
荘
地
所
有
者

（契
約
者
）
全
体
の
集

団
の
意
思
で
あ
る
と
い
う
評
価
に
耐
え
う
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
事
情
の
変
更
に
基
づ
い

て
、
契
約
の
内
容
を
、
変
更
す
る
場
合
に
は
、
原

則
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
前
提
を
満
た
す
会
議
体
の

結
論
を
、
別
荘
地
所
有
者
全
体
の
集
団
的
な
意
思

形
成
の
結
果
で
あ
る
と
判
定
し
て
、
そ
の
集
団
意

思
に
そ
う
内
容
で
あ
れ
ば
、
管
理
会
社
が
、
契
約

内
容
を
変
更
で
き
る
旨
の
約
定
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
よ
う
な
約
定
は
、
民
事
上
も
効
力
を

有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

別
荘
地
所
有
者
の
集
団
に
と
っ
て
、
低
廉
な
管

理
料
で
、
効
率
的
な
管
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
、

重
大
な
関
心
を
持
つ
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
趣
旨
で
、
別
荘
地
所
有
者
が
、
管
理
料
の

額
な
ど
の
変
更
を
求
め
る
場
合
も
、
上
記
の
よ
う

な
手
続
き
を
踏
ん
で
、
契
約
の
変
更
に
よ
っ
て
、

対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
っ
と
も
、
契
約
内
容
の
変
更
と
い
っ
て
も
、

契
約
を
終
了
さ
せ
る
な
ど
、
よ
り
重
大
な
内
容
を

決
定
す
る
場
合
に
は
、
慎
重
な
手
続
き
に
よ
り
、

集
団
的
な
意
思
形
成
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
事
項
の
決
定
に
つ
い

て
は
、
契
約
者
自
身
の
直
接
参
加
に
よ
り
、
会
議

会
の
特
別
多
数

（例

一
四
分
の
三
あ
る
い
は
三
分

の
二
）
の
決
議
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
別
荘
所
有
者
の
集
団
的
意

思
を
反
映
し
た
、
安
定
的
な
別
荘
管
理
が
実
現
す

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
は
、
南
箱
根
ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
事
件
平
成
二

八
年
東
京
高
裁
判
決
に
ち
な
ん
で
、
別
荘
地
の
管

理
に
つ
い
て
、
掘
り
下
げ
た
検
討
を
行

っ
た
も
の

で
あ
る
。
文
献
が
乏
し
い
中
、
こ
の
分
野
に
つ
い

て
関
心
を
持
た
れ
る
方
の
お
役
に
立

つ
こ
と
が
あ

れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。

（１
）

団
地
管
理
組
合
か
ら
イ
ン
フ
ラ
を
共
有

し
て
い
る
別
荘
土
地
所
有
者
に
対
す
る
管
理

費
の
請
求
事
件
で
、
当
該
共
有
者
が
団
体
加

入
の
意
思
表
示
を
し
た
の
か
ど
う
か
で
、
団

体

へ
の
加
入
の
有
無
を
判
断
し
、
イ
ン
フ
ラ

を
共
有
し
て
い
る
別
荘
地
所
有
者

へ
の
、
団

体
意
思
の
強
制
力
の
有
無
を
判
定
し
て
い
る

例
が
あ
っ
た

（神
戸
地
判
平
１５

・
７

・
４
判

例
秘
書
判
例
番
号

ｒ
ｏ
い∞
い８
Ｎ
）。
そ
の
事

案
の
審
理
で
は
、
区
分
所
有
法
六
五
条
に
つ

い
て
触
れ
た
主
張
が
な
く
、
制
度
に
つ
い
て

の
理
解
を
欠
い
た
ま
ま
、
結
論
に
至

っ
た
よ

う
で
あ
る
。

（２
）

福
岡
県
糸
島
市
の
志
摩
ラ
ウ
ベ
ン
コ
ロ

ニ
ー
別
荘
地

日
●
ヽヽ
メ
選
〓
Ｓ
３
８
・〇
こ
も
ヽ

三
コ
ミ
ヨ
Ｑ
①Ｘ
・耳
邑

の
場
合
、
団
地
管
理
組

合
法
人
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
管
理
費
の
実

例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（３
）

別
荘
地
の
管
理
契
約
に
関
す
る
事
件
の

判
決
で
は
、
「管
理
契
約
に
よ
っ
て
提
供
さ

れ
る
共
益
的
性
質
を
有
す
る
業
務
は
、
少
な

く
と
も
近
接
す
る
別
荘
地
オ
ー
ナ
ー
の
各
区

各
別
荘
地
オ

―
ナ
ー
に
提
供
さ
れ
、
管
理
契
約
を
締
結
し

て
管
理
費
の
支
払
を
行
う
別
荘
地
オ
ー
ナ
ー

が

一
部
で
も
存
在
す
る
限
り
、
管
理
会
社
は

当
該
業
務
を
免
れ
ず
、
当
該
業
務
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
管
理
契
約
に
基
づ
き
管
理
費
を

支
払

っ
て
い
る
別
荘
地
オ
ー
ナ
ー
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
た
と
え
管
理
費
の
支
払
を
し
な

い
別
荘
地
オ
ー
ナ
ー
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
利

益
を
享
受
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
判
示
す
る

も
の
が
多
い
。
そ
の

一
例
と
し
て
、
東
京
地

判

平

７

１

。
２８
ｒ
国
Ｘ
∪ヽ
”
文

献

番

号

Ｎ
８
健
ｏ
∞ヽ
、
七
頁
三
②
が
あ
る
。

（４
）

東
京
地
判
平
２７

・
１

・
２ｌ
ｒ
口
ｘ
∪ヽ
厠
文

献
番
号
い
いい
燿
∞記
の
事
例
で
は
、
管
理
契
約

に
基
づ
く
管
理
費
の
請
求
と
と
も
に
、
管
理

契
約
の
締
結
が
認
定
さ
れ
な
い
場
合
に
備
え

て
、
事
務
管
理
に
基
づ
く
管
理
費
と
同
額
の

事
務
管
理
費
用
の
償
還
請
求

（民
法
七
〇
二

条

一
項
の
請
求
）
が
さ
れ
て
い
る

（四
頁
三

争
点
０
ウ
）。
た
だ
、
こ
の
事
例
で
は
、
黙

示
の
管
理
契
約

の
締
結
が
認
め
ら
れ
た
の

で
、
通
常
の
管
理
費
の
請
求
が
認
容
さ
れ
た
。

（５
）

管
理
契
約
が
結
ば
れ
た
場
合
の
管
理
費

に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も

の
で
あ
り
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
公
平
に
全

別
荘
地
所
有
者
に
負
担
さ
せ
ら
れ
る
の
か
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
管
理
費
の
増
額
に
つ

い
て
争

わ
れ
た
東
京
地
判
平

２７

・
１

・

２ｌ
Ｆ
国
お
、∪
ω
文
献
番
号
一ｏ
ｏ
Ｎ卜
∞
ヽ
Ｎ
が
参
考
に

な
る
。

（６
）

な
お
、
民
法
六
五
三
条
二
号
の
委
任
者

の
破
産
を
理
由
と
す
る
当
然
終
了
も
な
い
と

解
す
べ
き
で
あ
る
。

（７
）

い
わ
ゆ
る
法
定
外
道
路
に
つ
い
て
、
多

く
の
自
治
体
が
、
こ
れ
ら
の
日
常
的
な
管
理

を
、
地
元
住
民
み
ず
か
ら
す
る
よ
う
に
求
め

て
い
る
。
金
沢
市
の
例
に
つ
い
て
、
〓
６
ミ̈

〓
〓
〓
卜
・〇
〓
く
・ズ
”
５
”
Ｎ
”
〓
”
Ｌ
∞
・」も
ヽ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
】
〇
ヽ

∽
①
】
Ｑ
Ｏ
Ｃ
∽
〓
Ｃ
ヽ
コ
Ｏ
Ｃ
〔
①
】
∞
∞
い
Ｑ
Ｏ
匡
『
〇
・コ
●
が
】
会
″
一陥
¨
。

（８
）

南
箱
根
ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
の
場
合
、
静
岡

地
裁
沼
津
支
判
平
２６
・
４
・
１６
及
び
東
京
高

判
平
２８
・
１
・
１９
判
時
二
三
〇
八

・
八
二
～

八
六
、
七

一
に
、
詳
細
な
管
理
の
状
況
が
認

定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
平
均
的
な
環
境
整

備
費

（管
理
費
）
の
年
額
は
、
平
成
二
七
年

現
在
六
～
七
万
円
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（９
）

我
妻
栄
＝
有
泉
亨
補
訂

『
新
訂
物
権

法
』
（岩
波
書
店
、　
一
九
八
三
）
四

一
二

頁
、
舟
橋
諄

一
『物
権
法
』
（有
斐
閣
、　
一

九
六
〇
）
四
二
七
頁
、
山
野
目
章
夫

『物
権

法
』
（日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
二
）

一
四
七

頁
（Ю
）

東
京
地
判
平
２６

・
Ю
。
１０
ｒ
口
Ｘ
∪ヽ
”
文

献
番
号
Ｎ８
Ｎ
含
ω
及
び
東
京
地
判
平
２７
・

１
・
２ｌ
Ｆ
日
が
、∪
”
文
献
番
号
Ｎ８
×
ωヽ
Ｎ
（
い

ず
れ
も
セ
ラ
ヴ
ィ
リ
ゾ
ー
ト
泉
郷
事
件
の
一

つ
）
で
は
、
当
事
者
間

（後
者
の
事
件
で
は

一
部
の
当
事
者
間
）
に
争
い
の
な
い
事
実
と

し
て
、
こ
の
約
定
を
基
に
し
て
、
管
理
契
約

が
承
継
さ
れ
た
旨
判
示
さ
れ
て
い
る
。

（Ｈ
）

南
箱
根
ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
の
場
合
、
別
荘

地
の
区
画
数
は
、
平
成
二
五
年
現
在
四
二
〇

〇
区
画
に
の
ぼ
る
。
そ
の
所
有
者
の
う
ち
、

管
理
費
を
納
入
し
て
い
る
の
は
、
九
四
％
と

高
率
で
あ
っ
て

（静
岡
地
裁
沼
津
支
判
平

２６
・
４
・
１６
判
時
二
三
〇
八

・
八
三
の
認

定
）、
管
理
契
約
が
別
荘
地
の
利
用
上
不
可

欠
な
契
約
で
あ
る
こ
と
が
、
広
く
理
解
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（１２
）

東
京
地
判
平
２６

・
３
・
２８
Ｆ
口
と
、∪
”
文

献
番
号
Ｎ８
Ｈ∞Φ８
及
び
東
京
地
判
平
２６
。１２
・

１８
判
例
秘
書
判
例
番
号
８
８
ωｏ∞ｏω
の
事

例

の
場
合
は
、
管
理
費
を
算
定
基
準
に
従
い
支

払
っ
た
事
実
が
、
管
理
契
約
締
結
の
根
拠
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
地
判
平
２７
・

１
・
２１
目
と
、∪
ω
文
献
番
号
ＮｏｏＮ卜ωＮＮ
の
事

例
の
場
合
は
、
八
頁
第
二
当
裁
判
所
の
判
断

の
一
で
、
別
荘
地
の
購
入
者
が
、
規
約
の
定

な
ど
を
通
じ
て
、
管
理
契
約
を
結
ぶ
必
要
性

を
認
識
し
て
お
り
、
そヽ
の
上
で
別
荘
地
を
購

入
し
て
管
理
会
社
か
ら
提
供
さ
れ
る
管
理
業

（契
約
者
集
会
）、
そ
の
契
約
者
集
　
　
　
画
一に
対
し
て
は
、
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別紙

務
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
の
事

実
を
認
定
し
て
、
管
理
会
社
と
の
間
で
、
黙

示
の
管
理
契
約
を
締
結
し
た
と
認
定
す
る
の

が
相
当
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
？

（１３
）

前
田
孝
階
講
述

『民
法
財
産
編
講
義
第

一
部
巻
之
下
』
（（明
治
法
律
学
校
講
法
会
、

一
九
〇
三
）
三
四
七
頁
。

（１４
）

南
箱
根
ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
の
場
合
、
昭
和

四
七
年
の
管
理
規
定
に
始
ま
り
、
管
理
規
定

管
理
契
約
の
改
訂
は
、
昭
和
四
八
、
五
二
、

五
七
年
、
平
成
八
、　
一
二
、　
一
七
、
二
四
年

に
行
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
０

（１５
）

東
京
地
判
平
２７
・
１
・
２１
目
〕と
、∪
ω
文

献
番
号
Ｎｏ一Ｓ
∞ヽ
い
の
三
頁
、
事
実
及
び
理
由

第
二
事
案
の
概
要
二
前
提
事
実
Ｑ
管
理
費
の

増
額
の
記
述
を
み
る
と
、
管
理
費
の
増
額
に

当
た
り
別
荘
地
所
有
者
か
ら
な
る
任
意
団
体

と
管
理
会
社
が
交
渉
し
い
管
理
会
社
が
増
額

幅
を
改
訂
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

南
箱
根
ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
の
場
合
は
、
平
成
二

二
年
に
、
別
荘
地
運
営
に
つ
い
て
裁
判
所
の

理
解
を
十
分
得
ら
れ
な
い
ま
ま
敗
訴
し
た
経

験
を
踏
ま
え
て
、
別
荘
地
所
有
者
全
員
に
対

し
て
、
数
度
に
わ
た
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
そ
の
意
見
集
約
を
経
て
、
新
た
な
管
理

契
約
で
あ
る
環
境
整
備
契
約
書
を
制
定
し
て

，
い
る
。
静
岡
地
裁
沼
津
支
判
平
２６
・
４
。
１６

判
時
二
三
〇
八

・
八
五
⑫
参
照
。

（１６
）

南
箱
根
ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
の
場
合
、
毎
年

七
月
、
管
理
契
約
を
締
結
し
て
い
る
物
作
所

有
者
に
対
し
て
、
会
報
誌
を
通
じ
て
、
全
体

管
理
等
の
事
業
の
主
な
内
容
及
び
環
境
整
備

費

（管
理
費
）
の
収
支
報
告
を
行
っ
て
い
る

旨
、
東
京
高
判
平
２８

・
１
。
１９
判
時
二
三
〇

八

・
七

一
に
お
い
て
認
定
さ
れ
て
い
る
。
ち

な
み
に
、
平
成
二
八
年
七
月
に
行
わ
れ
た
報

告
書
の
一
部
は
、
別
紙
の
と
お
り
で
あ
る
。

（１７
）

南
箱
根
ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
の
場
合
、
平
成

一
八
年
か
ら
、
ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
区
民
の
会

（常
住
者
の
団
体
）
の
意
見
を
全
体
管
理
等

に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
月

一
回
、
ダ
イ
ヤ
ラ

ン
ド
区
民
の
会
特
別
委
員
会
と
協
議
を
行

い
、
翌
年
度
の
事
業
が
始
ま
る
前
に
、
同
委

員
会
に
対
し
、
全
体
管
理
の
事
業
計
画
と
予

算
の
概
要
を
開
示
し
て
い
る
旨
、
東
京
高
判

平
２８

・
１

・
１９
判
時
二
三
〇
八

・
七

一
に
お

い
て
認
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
在
で

は
、
別
荘
地
所
有
者
の
集
団
的
意
思
の
形
成

に
関
し
て
、
別
荘
地
所
有
者
側
の
委
員
六
名

と
、
管
理
会
社
側
の
委
員
三
名
と
で
構
成
さ

れ
る
環
境
整
備
事
業
運
営
委
員
会
の
制
度
を

設
け
て
、
日
常
業
務
が
運
営
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

（１８
）

南
箱
根
ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
の
管
理
契
約
で

あ
る
環
境
整
備
契
約
書

（平
成
二
四

。
四
月

施
行
）
で
は
、
重
要
事
項

の
決
定
に
関
し

て
、
契
約
者
の
半
数
以
上
あ
る
い
は
管
理
会

社
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、
契
約
者
集
会
を
開

催
し
、
管
理
業
務
の
変
更
あ
る
い
は
管
理
料

の
変
更
等
の
、
契
約
の
根
幹
を
な
す
事
項
の

変
更
に
つ
い
て
は
、
半
数
以
上
の
賛
成
、
ま

た
、
管
理
会
社
に
よ
る
環
境
整
備
事
業
の
廃

止
及
び
契
約
者
側
か
ら
の
解
約
を
認
め
る
議

決
を
す
る
場
合
は
、
契
約
者
の
三
分
の
二
以

上
の
賛
成
を
要
す
る
旨
定
め
て
い
る
。

（１９
）

本
稿
が
な
る
に
つ
い
て
は
、
元
東
京
高

裁
部
総
括
判
事

・
弁
護
士
南
敏
文
氏
、
弁
護

士
小
杉
雄
次
氏
、
南
箱
根
ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
株

式
会
社
前
社
長
柴
田
稔
氏
、
現
社
長
大
塚
繁

氏
、
同
社
顧
間
田
多
井
基
州
氏
、
同
社
前
管

理
部
長
小
谷
進
氏
よ
り
、
貴
重
な
ご
指
摘
を

多
数
頂
い
た
。
記
し
て
、
感
謝
の
意
を
表
す

る
も
の
で
あ
る
。

（あ
さ
お
し
げ
き
・
弁
護
士

・
元
横
浜
地
裁
所
長
東
京
高
裁
部
総
括
判
事
）

項  目 予定額 実 績 摘  要

シャトルバス売上 3,800 2.,1, 平,,戊 27年 10月 より営業路線変更

テニスコート使用料 1.:,0 1,488

プール入場料 1,000

`!1ホール使用料 1.100 3,4

ゲストハウス (森の■) -10

サービスセンター売店 42,100 48,318 28年 2月 26日 よリセプンイレプン店として営業
"‖

始
27年度環境整備費

“

,,:7 東京高裁の勝訴判決の影響が奏功したと111」

“

されます

27年度業務委託費

26年度以l11環 境整備費 高裁判決の結果および洲
'納

者への督促により、予定額を上回りました

管理課売上 ∞,1'

収
入
の
部

収入合計 332,290 339,052

原
価
の
部

用地内整備,費 42,176 44,991 1第
3」 の表による内訳をご参照ください

施設減価fFt却 費 1,400 2,179

LED事業特

"1償

却費 2X,0 2● ,0 25年 ,“ 末実施した工事費の1/10を 計上 (以後同額を35年度まで継続)

シャトルバス原価 12,100 1■

`2,

27年 10月 1日 より路線化による営業|,H始

テニスコー ト原価 559

プール原価 ζ
“'

2,397

ホール原価 λ
"0

2,403

ゲストハウス (森の里)原価 21.1“ 22,412 外部委託費 (4月 ～3月 )他

サービスセンター売店原価 4&〕1, ∞.“ ; 28年 2月 26日 よリセプンイレプン店として営業開始、初期費用を含みます

管理課原価 m,7` 44,759

夜l:晴術関連費 16,800 1`jt 警備会社に委託している主に夜|1略備費用

「任願」制作費 t`,, 1,51 情報誌「狂顧」作成費用 (年4回発行)

人件費・労務費 56,954

““

iO 環境整備事業に直接・I‖ 接的に関わる人数分計上

消耗品 l,200 1.3"

賃貸料 (リ ース料) 6,500 6,359 清掃車・車両認識カメラ・ダンプ車等

通信費 3,295

:ll両 費 ヽ
"' `■

2, 管理業務で使用される車両の維持費

水道光熱費 (街路・防犯灯等) 6,000

'メ

2' 約700灯 の街路灯・防犯灯等の電気料他

固定資産税・公租公課 3`,0 3,237 管理会社所有の土地建物のうち、環境整備事業に係る税と印紙税等

雑費 6.2∞ 5,499 保険・地代家貿・会費等

運営委員会関連経費 1,000 380 「シャトルバス運行形態変更のお知らせ」の連絡書発送費用

原価合計 280,885 297,056

一般管理費 28,2?01 28,459 環境整側費と業務委託費と管理課売上合計の10%計 上

営業外費用 14,t35 I 14,230 環境整1『費と業務委託質と管理課売上合計の5%計上

支出合計 332,2S0 | 330,745

収支計 ol_

れているかどうか」ヤランド環境整備事業運営委員会」により、


